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置
環

境

弓土
品む、面

積

青
森
県
の
中
央
を
奥
羽
山
脈
が
南
北
に
貫
い
て
お
り
、
そ
の
東
に
は
丘
陵
地
が
は
る
か
太
平
洋
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
八
甲
田
山
系
と
三
本
木
原
台
地
で
あ
る
。

誌

一
般
に
県
南
地
方
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
南
は
岩
手
県
境
か
ら
、
北
は
下
北
半
島
基
部
ま
で
の
太
平
洋
に
面
し
た
こ
の
地
域
で
あ

る。

地

七
戸
町
は
、
こ
の
県
南
地
方
の
西
縁
、
八
甲
田
山
系
と
三
本
木
原
台
地
の
境
界
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。

第一章

東
端
は
東
経
一
四
一
度
一
一
分
二
三
秒
、
西
端
は
東
経
一
四

O
度
五
九
分
三
八
秒
、
南
端
は
北
緯
四

O
度
三
七
分
四
九
秒
、
北
端

は
北
緯
四

O
度
四
四
分
三
七
秒
の
各
経
線

・
緯
線
に
固
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
形
状
は
、
東
西
の
方
向
性
を
持
ち
、
多
少
膨
ら
ん
だ
紡
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天間林村

旬、、」・1

¥ 戸つ

十和田市

七戸町の位置と地形

〆

錘
形
を
し
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
、
お
よ
そ
一
三
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル

2 

に
及
ん
で
い
る
。

紡
錘
形
の
西
端
か
ら
南
側
を
め
ぐ
っ
て
東
端
近
く
ま
で
は
十
和
田
市
と

接
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
東
端
ま
で
は
上
北
町
と
接
し
て
い
る
。
ま
た
、

西
端
か
ら
北
側
を
め
ぐ
っ
て
東
端
ま
で
は
天
間
林
村
と
接
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
西
端
に
お
い
て
は
、
境
は
接
し
て
い
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
す

ぐ
西
の
青
森
市
と
は
こ
く
近
い
位
置
関
係
に
あ
る
。

交
通
面
で
は
、
国
道
4
号
線
が
町
の
東
端
の
市
街
地
を
南
北
に
走
り
、

北
は
青
森
市
へ

、
南
は
十
和
田
市
を
経
て
盛
岡

・
東
京
方
面
ヘ
通
じ
て
い

第1図

る
。
ま
た
、

町
の
ほ
ぼ
中
央
を
横
断
し
て
西
ヘ
伸

国
道
3
9
4
号
線
が
、

び

八
甲
田
山
系
を
越
え
て
黒
石
市
と
を
結
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
国
道
か
ら
分
岐
し
て
、
七
戸

・
沼
崎
(
上
北
町
)
停

車
場
線
、
三
沢

・
七
戸
線
、
七
戸

・
榎
林

・
平
沼
線
、
七
戸

・
十
和
田
湖

町
線
な
ど
の
県
道
が
隣
接
市
町
村
に
の
び
て
い
る。

そ
の
他
、
昭
和
三
一
七
年
(
一
九
六
二
)
に
営
業
を
開
始
し
て
い
る
私
鉄

の
南
部
縦
貫
鉄
道
が
あ
る
。



南
部
縦
貫
鉄
道
は
、
町
の
東
端
の
七
戸
駅
か
ら
東
北
本
線
野
辺
地
駅
ま
で
、
国
道
4
号
線
と
ほ
ぼ
平
行
し
て
南
北
に
走
っ
て
い

る。
全
般
的
に
み
て
、

七
戸
町
は
八
甲
田
山
系
を
西
に
ひ
か
え
て
い
る
た
め
に
、
こ
じ
ん
ま
り
な
が
ら
も
非
常
に
落
ち
着
い
た
、
美
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
東
北
新
幹
線
の
駅
舎
が
七
戸
町
に
決
定
し
て
い
る
事
か
ら
、
県
南
地
域
の

交
通
上
の
重
要
性
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

第

二

節

地

勢

七
戸
町
の
西
半
分
は
八
甲
田
山
系
の
山
地
で
、
東
半
分
は
三
本
木
原
台
地
で
あ
る
。
七
戸
町
の
山
地
の
西
端
は
八
幡
岳
(
標
高

一

O
二
二
メ
ー
ト
ル
〉
で
、
そ
の
山
頂
に
は
獄
八
幡
宮
の
御
堂
が
あ
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
は
道
路
が
整
備
さ
れ
、
山
頂
ま
で
自
動
車
で
行
く
事
も
可
能
に
な
り
、
は
る
か
に
太
平
洋
を
望
む
景
色
も
気
軽
に
楽

し
め
る
、
よ
り
身
近
な
山
へ
と
変
り
つ
つ
あ
る
。

誌

八
幡
岳
よ
り
東
に
は
、
大
作
山
〈
標
高
四
五
六
メ
ー
ト
ル
〉
な
ど
の
山
々
が
漸
次
低
く
な
り
な
が
ら
続
き
、
山
林
や
牛
の
放
牧
な

地

ど
に
利
用
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
ス
キ
1
場
が
設
置
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

第一章

三
本
木
原
台
地
は
い
く
つ
か
の
段
丘
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
位
段
丘
の
天
狗
岱
段
丘

・
中
位
段
丘
の

高
館
段
丘

・
低
位
段
丘
の
三
本
木
段
丘
群
で
あ
る
。

3 
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こ
の
う
ち
七
戸
町
の
丘
陵
地
は
、
低
位
段
丘
の
三
本
木
段
丘
群
で
あ
る
。
こ
の
三
本
木
段
丘
群
は
、
標
高
が
八

0
メ
ー
ト
ル
か
ら

4 

四
0
メ
ー
ト
ル
で
、
西
に
高
く
東
に
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

低
位
段
丘
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
土
地
が
高
位
段
丘
や
中
位
段
丘
よ
り
も
新
し
い
時
代
ま
で
水
底
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ

第一篇

り
、
七
戸
町
の
段
丘
面
が
、
そ
れ
よ
り
東
の
海
寄
り
に
あ
る
三
沢
市
や
上
北
町
の
段
丘
面
よ
り
も
、
後
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
意
外

な
感
じ
を
受
け
る
。

こ
の
台
地
は
い
ず
れ
も
八
幡
岳
に
源
を
発
し
東
流
す
る
と
こ
ろ
の
、
倉
岡
川

・
作
田
川

・
和
田
川

・
道
地
川

・
大
林
川
な
ど
の
河

川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
河
川
は
市
街
地
や
そ
れ
以
東
で
合
流
し
て
、
七
戸
川
と
な
っ
て
小
川
原
湖
に
注
い
で
い
る
。

作
田
川
と
和
田
川
は
市
街
地
で
合
流
す
る
が
、

こ
の
合
流
点
近
く
の
開
析
さ
れ
た
台
地
が
舌
状
に
の
び
た
所
が
城
跡
で
、
こ
れ
を

取
り
ま
く
よ
う
に
発
達
し
た
の
が
七
戸
町
で
あ
る
。

近
年
は
多
く
の
町
の
施
設
や
住
宅
な
ど
が
台
地
の
上
に
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
い
わ
ゆ
る
城
下
町
と
し
て
の
形
状
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

台
地
の
多
く
を
国
営
の
奥
羽
種
畜
牧
場
が
占
め
、
残
り
の
土
地
が
私
設
の
牧
場
や
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

第

三

節

地

質

七
戸
町
の
地
形
は
お
お
ま
か
に
み
て
、
西
半
分
の
山
地
と
東
半
分
の
台
地
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
地
質
に
お
い
て
も
、
西
半
分
と
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〆

東
半
分
に
分
け
ら
れ
る
。

西
半
分
の
山
地
は
、
今
か
ら
二
五

O
O万
年
前
か
ら
二

O
O

万
年
前
ま
で
の
新
第
三
系
(
中
新
世

・
鮮
新
世
)
で
構
成
さ

れ
、
東
半
分
の
台
地
は
、
二
O
O万
年
前
以
降
の
第
四
系
ハ
更

新
世

・
完
新
世
)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
但
し
、
山
地
に
お

略

い
て
も
、
西
端
の
八
幡
岳
周
辺
の
安
山
岩
は
八
甲
田
火
山
の
活

概

動
と
・一
連
の
も
の
で
あ
り
、
第
四
紀
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ

質

る

地

西
半
分
の
山
地
の
新
第
三
系
は
、
お
お
ま
か
に
み
て
、
作
田

第2図

川
上
流
の
大
作
山
を
中
心
と
し
た
ド
l
ム
構
造
を
形
作
る
と
み

な
せ
る
。
つ
ま
り
、
七
戸
町
に
お
い
て
一

番
古
い
地
層
が
大
作

山
の
周
辺
で
あ
り
、
東
に
は
東
傾
き
で
、
南
に
は
南
傾
き
で
漸

次
新
し
い
地
層
が
こ
れ
を
と
り
ま
く
よ
う
な
構
造
に
あ
る
。

岩
相
は
、
安
山
岩

・
凝
灰
岩

・
砂
岩

・
泥
岩

・
頁
岩
な
ど

で
、
各
種
貝
化
石
や
有
孔
虫
化
石

・
海
綿
化
石

・
植
物
化
石
を

産
す
る
。

こ
れ
ら
の
新
第
三
紀
層
は
、
山
地
の
縁
に
あ
る
南
北

5 
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北
町
や
東
北
町
の
そ
れ
よ
り
は
大
変
に
薄
い
。

方
向
の
断
層
で
断
ち
切
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
東
に
は
第
四
紀
層
が
ほ
ぼ
水
平
に
分

6 

布
し
て
い
る
。
第
四
紀
の
洪
積
層
は
、
野
辺
地
層
と
三
本
木
屑
に
分
け
ら
れ
て

い
る
が
、
野
辺
地
層
は
よ
り
古
い
た
め
下
部
に
あ
り
、

七
戸
川
な
ど
の
河
底
に

認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

アオモリゾウの化石

し
か
し
、

天
神
林
の
七
戸
川
の
河
岸
の
野
辺
地
層
か
ら
、
ア
オ
モ
リ
ゾ
ウ

(
七
戸
ゾ
ウ
〉
と
名
付
け
ら
れ
た
小
型
の
ゾ
ウ
の
一
個
体
分
の
化
石
を
産
し
て

い
る
。七

戸
町
に
は
坂
が
多
く
崖
も
よ
く
目
に
つ
く
。
こ
の
度
を
よ
く
見
て
み
る
と

大
小
の
浮
石
(
軽
石
)
を
多
量
に
含
ん
だ
地
層
で
あ
る
事
に
気
付
く
、
こ
れ
が

三
本
木
層
で
あ
る
。

七
戸
町
の
台
地
は
、
構
造
的
に
は
水
平
な
こ
れ
ら
の
洪
積
層
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
本
木
層
の
上
に
は
火
山
灰
層
を
載
せ
る
が
、
前
述
し

た
よ
う
に
七
戸
町
の
段
丘
は
低
位
段
丘
で
あ
る
た
め
、
そ
の
火
山
灰
層
は
、
上

沖
積
層
は
、
洪
積
台
地
を
関
析
す
る
大
小
の
河
川
に
添
っ
て
細
長
く
分
布
す
る
。
ま
た
、
台
地
の
表
土
は
火
山
灰
腐
植
土
で
あ

る。



第

四

節

河
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七
戸
町
の
河
川
は
北
よ
り
、
倉
岡
川

・
作
田
川

・
和
田
川

・
道
地
川

・
大
林
川
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
源
を
町
の
西
端
の

八
幡
岳
に
発
し
、
東
流
し
て
市
街
地
や
、

七
戸
川
と
し
て
小
川
原
湖
に
注
い
で
い
る
。

さ
ら
に
東
の
上
北
町
に
お
い
て
合
流
し
、

山
地
に
お
い
て
は
深
く
こ
れ
を
刻
み
、

V
字
谷
や
作
田
川
上
流
の
三
階
滝
な
ど
の
景
観
を
作
り
、
流
れ
下
っ
て
は
東
の
台
地
を
関
析

し
、
河
岸
段
丘
を
形
成
す
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
河
川
は
細
長
く
沖
積
層
を
堆
積
さ
せ
、

上
北
土
地
改
良
事
務
所
の
七
戸
川
の
依
田
付
近
に
お
け
る
流
量
観
測
に
よ
る
と
、
増
水
が
み
ら
れ
る
の
は
、
三
月
末
か
ら
五
月
初

そ
こ
に
狭
い
と
は
い
え
水
田
が
分
布
し
て
い
る
。

め
に
か
け
て
の
比
較
的
長
期
に
わ
た
る
も
の
と
、
九
月

・
一
O
月
の
突
発
的
で
短
期
の
も
の
と
が
あ
る
。

三
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
の
増
水
は
雪
解
け
に
よ
る
も
の
で
、
例
年
そ
の
量
と
か
期
間
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
九
月

・
一
O
月
の
増
水
は
、
台
風
や
秋
り
ん
雨
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
期
間
は
短
か
く
そ
の
年
に
よ
り
多
少
の
変
化
が
み

誌

ら
れ
、
急
激
な
増
水
を
特
徴
と
す
る
。

地

最
高
水
位
を
一示
す
の
は
、
春
の
増
水
時
の
年
も
あ
れ
ば
秋
の
増
水
時
の
年
も
あ
る
が
、
秋
の
増
水
時
に
は
桁
ち
が
い
の
増
水
を
み

第一章

る
事
も
あ
り
、
近
年
、
作
田
川
や
和
田
川
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
河
川
の
治
水
も
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
の
冬
季
と
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
夏
季
の
二
回
で
あ
る
。
最
低
水

7 

た
、
滅
水
が
み
ら
れ
る
の
は
、
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位
を
示
す
の
は
、
毎
年
七
、

8 

八
月
の
夏
季
で
あ
る
白

第一筋

第

五

節

泉

温

最
近
、
上
北
町
や
東
北
町

・
天
間
林
村
な
ど
の
各
地
に
温
泉
が
掘
ら
れ
て
い
る
が
、
七
戸
町
に
も
二
つ
掘
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
は

依
田
の
「
あ
す
な
ろ
温
泉
」
で
あ
り
、

一
つ
は
立
野
頭
の
「
立
野
頭
温
泉
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
約
一

0
0
0メ
ー
ト
ル
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
、
動
力
揚
湯
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
性
質
は
ほ
ぼ
同

じ
で
、
泉
温
は
摂
氏
四
七
度
前
後
の
徴
褐
色
で
無
味
無
臭
の
単
純
泉
で
あ
る
。

適
応
症
と
し
て
は
、

リ
ウ
マ
チ
性
疾
患

・
運
動
器
障
害

・
神
経
麻
捧

・
神
経
症

・
病
後
回
復
期

・
疲
労
回
復
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

「
立
野
頭
温
泉
」
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
施
設
と
し
て
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
あ
す
な
ろ
温
泉
」
は
広
く
一
般

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。第

二

章

気

象

第

一
節

気

象

説

概



七
戸
町
の
気
象
の
特
徴
と
し
て
は
、
他
の
県
南
地
域
と
同
様
に
、

し
ば
し
ば
冷

冬
は
風
が
冷
た
い
が
雪
が
比
較
的
少
な
い
事
と
、

害
を
も
た
ら
す
初
夏
の
冷
た
く
湿
っ
た
東
風
、
い
わ
ゆ
る
ヤ
マ
セ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

四
季
を
追
っ
て
そ
の
概
要
を
み
て
み
る
と
、
例
年

一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
積
雪
が
融
け
終
る
の
は
、
三
月
の
末
か
ら
四
月
の
始
め
に

か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
台
風
並
み
の
低
気
圧
が
本
県
を
西
か
ら
東
へ
通
り
抜
け
る
事
が
あ
り
、
早
春
の
た
め
農
作
物
へ

の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
そ
の
突
風
の
た
め
、
人
家
や
交
通
機
関
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

四
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
穏
や
か
な
晴
天
の
日
が
続
き
、

一
年
中
で
最
も
乾
燥
し
た
時
期
に
あ
る
た
め
、
火
災
に
は
充
分
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
桜
の
開
花
が
み
ら
れ
る
の
も
こ
の
時
期
で
、
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

重
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
下
で
も
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
奥
羽
種
畜
牧
場
は
、
多
く
の
人
出
で
賑
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
晩
霜
も
み
ら
れ
る
が
、
農
作
業
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
苗
作
り
の
時
期
で
、
農
作
物
へ
の
影
響
は

比
較
的
少
な
い
。

毎
年
六
月
の
一

O
目
前
後
に
は
梅
雨
に
入
り
、

ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
七
月
中
旬
の
梅
雨
明
け
ま
で
続
く
。
こ

一
変
し
て
肌
寒
く
、

象

日
本
付
近
は
長
期
間
に
わ
た
り
気
圧
の
谷
に
入
り
、

こ
の
低
圧
部
に
北
海
道
北
東
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
高
気
圧
か
ら
、
冷

の
時
期
に
は
、

気

た
く
、
湿
っ
た
ヤ
マ
セ
と
呼
ば
れ
る
東
風
が
吹
き
つ
け
る
た
め
起
る
も
の
で
、

こ
の
た
め
農
作
物
、
特
に
こ
の
時
期
に
出
穂
す
る
稲
へ

第二章

の
影
響
が
大
き
く
、
開
花
期
に
冷
た
い
長
雨
が
続
き
日
照
時
間
が
極
端
に
少
な
い
と
不
稔
障
害
が
起
り
冷
害
と
な
る
。

津
軽
地
方
に
は
及
ば
ず
、
県
南
地
方
特
有
の
も

9 

こ
の
ヤ
マ
セ
は
、
太
平
洋
側
か
ら
吹
き
つ
け
八
甲
田
山
系
で
遮
ぎ
ら
れ
る
た
め
、



自然環境

の
で
あ
る
。

10 

ち
な
み
に
、
明
治
三
五
年
以
来
の
大
冷
害
と
い
わ
れ
る
昭
和
五
五
年
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、

四
月

・
五
月
の
平
均
気
温
は
む

第一篇

し
ろ
平
年
よ
り
一

、
二
度
高
く
、
日
照
時
間
も
近
年
に
な
く
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
状
態
も
六
月
八
日
の
梅
雨
入

り
と
と
も
に
一
転
し
て
冷
夏
と
変
り
、
七
月

・
八
月
と
も
平
均
気
温
は
そ
れ
ぞ
れ
摂
氏
一
九

・
O
度
、

一
九

・
三
度
と
い
ず
れ
も

O
度
を
割
っ
て
い
る
。

〈
平
年
の
平
均
気
温
は
、
七
月
は
摂
氏
二
二

・
三
度
、
八
月
は
二
三

・
七
度
〉

そ
し
て
、
例
年
は
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
最
高
気
温
を
記
録
す
る
が
、

こ
の
年
は
梅
雨
入
り
の
前
日
の
六
月
七
日
に

最
高
気
温
の
摂
氏
三
二

・
三
度
を
記
録
し
て
い
る
。

日
照
時
間
も
極
端
に
少
な
く
、

七
月

・
八
月
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
照
時
聞
は
四
四

・
二
時
間
、
五
八

・
五
時
間
で
あ
っ
た
。

平
年

の
平
均
日
照
時
聞
は
、
七
月
は
一
=
二

・
四
時
間
、
八
月
は
一
二
七

・
0
時
間
)

例
年
は
七
月
中
旬
に
明
け
る
梅
雨
も
こ
の
年
は
遅
く
、
梅
雨
明
け
宣
言
が
さ
れ
た
の
は
八
月
三
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県
南

地
方
の
稲
は
皆
無
作
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

ヤ
マ
セ
の
農
作
物
へ
の
影
響
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
は
短
い
な
が
ら
夏
ら
し
い
天
気
が
続
き
、

お
盆
過
ぎ
の
八
月
中
旬
に
は
秋
風
が
吹
き

始
め
る
。

人
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
大
陸
か
ら
の
移
動
性
の
高
気
圧
が
周
期
的
に
日
本
を
通
過
す
る
た
め
に
、
青
森
県
で
も
天
気
が

周
期
的
に
変
わ
る
。

い
く
つ
か
の
台
風
も
毎
年
こ
の
時
期
に
集
中
す
る
。
青
森
県
に
台
風
が
近
ず
く
頃
に
は
大
分
勢
力
が
落
ち
て
い

る
と
は
い
う
も
の
の
、
特
に
水
害
を
主
に
毎
年
被
害
を
受
け
て
お
り
、
決
し
て
侮
れ
な
い
。



一
O
月
に
入
る
と
、
高
田
大
岳

・
八
幡
岳
に
初
冠
雪
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
地
で
も
初
霜
が
降
り
、

一
気
に
索
、
さ
を
増
し

て
く
る
。
霜
は
い
わ
ゆ
る
放
射
冷
却
が
起
る
と
発
生
し
や
す
く
、
よ
く
晴
れ
た
日
の
翌
朝
に
降
り
る
事
が
し
ば
し
ば
で
、
特
に
冷
気

の
流
れ
下
る
沢
沿
い
の
畑
地
で
は
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

一
一
月
に
は
平
地
で
も
初
雪
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
二
月
末
か
ら
寒
さ
の
厳
し
く
な
る
翌
年
の
一
月
に
か
け
て
根
雪
と
な

り
、
二
月
に
一
番
多
く
の
降
雪
が
み
ら
れ
、
三
月
末
に
か
け
て
一
メ
ー
ト
ル
内
外
の
積
雪
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
変
化
に
富
み
、
ま
た
厳
し
い
自
然
環
境
が
、
七
戸
町
を
始
め
と
し
て
こ
の
地
域
の
気
候
の
特
色
と
い
え
る
。

次
に
、
奥
羽
種
畜
牧
場
で
の
昭
和
四
七
年
か
ら
昭
和
五
六
年
ま
で
の
一

0
年
間
の
気
象
観
測
の
資
料
に
よ
っ
て
、
気
象
各
要
素
に

つ
い
て
ふ
れ
る
。

第

二

節

気

温

気
温
の
月
別
平
均
気
温
で
高
位
は
八
月
で
、
低
位
は
一
月
で
あ
る
。
低
位
は
一
月
で
あ
る
が
平
均
最
低
気
温
は
二
月
が
低
く
、
最

象

低
極
値
も
二
月
に
-記
録
し
て
い
る
し
、
感
覚
的
に
も
二
月
は
寒
い
感
じ
が
普
通
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
二
月
は
気
温
の
変
動
が
大
き
い

気

事
を
意
味
す
る
。

第二章

三
月
か
ら
は
徐
々
に
気
温
が
上
昇
し
、
八
月
に
最
高
と
な
り
、
最
高
極
値
も
八
月
に
-記
録
す
る
事
が
多
い
。
そ
し
て
、
九
月
か
ら

は
急
速
に
気
温
が
下
っ
て
い
く
。

11 
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高

平
一
平
最

2.81 9.51 15.21 18.31 22.31 23.71 19.91 14.41 6.91 1.31 11.0C平均〉

5.91 13.61 19.11 21.81 25.91 26.81 22.91 18.11 10.61 4.6114.5C平均〉

最高極値c-c)1 11.71 13.71 19.71 23.0 1 29.71 32.2 1 35.0 1 35.8 1 32.0 1 27.3 1 21.0 1 15.7 1 35.8C極値〉
起日年月日 154・い10154・2・21147・3・29150・4・30149・5・18155・6・7153・7・24150. 8・1149・9・3153・10・2148. 11 • 101 53・12・14150・8・1

平均Cc)1 (→6.2 1ト-)6.91 (→4. 1 
最低気温 1.31 6.31 12.11 16.31 17.71 13.01 6.51 0.71ト)3.61 5.3C平均〉

最低極値c-c)k一)18.01(-)20.8 I付15.7 I (-)6.8 1 (-)2.0 1 2. 7 1 4. 1 1 8. 7 1 2.5 1付2.81 (→7.0 1付15.21付20.8C極値〉
起日年月日 153・l・30153・2・17152・3・7151・4・2155・5・8156・6・4151・7・1151・8・27149・9・24150・10・31156・11・釧引・12・30153・2・17

平均降水量切)1112. 7 1 82.3 I 75.41 66.7 I 76.6 1131. 91ω41193.41190.41 93.41126.31 99.81114肝 均〉

最大日降水量ClIIm)159. 7 1 46.0 1 48.0 1 59.0 I 56.0 1 62.5 1 59.5 1 106.6 1 118.0 1 81. 5 1 105.0 1 50.0 1118.0C極値〉
起日年月日 147・ぃ16150・2・5147・3・31156・4・20153・5叫日・6・17155・7・3156・8・22i49・9・101日・10・19152. 11 • 171兄・12・9149・9・10

多風向 w w W W E E E E.SE W W W W 

註 :平均気温とは午前9時の観測値である。 資料農林水産省奥羽種畜牧場



昭
和
四
七
年
か
ら
昭
和
五
六
年
ま
で
の
一

0
年
間
の
平
均
最
高
気
温
は
、
摂
氏
一
四

・
五
度
。
平
均
最
低
気
温
は
、
摂
氏
五

・

度
で
、
最
高
極
値
は
昭
和
五

O
年
八
月
一
日
に
摂
氏
三
五

・
八
度
を
示
し
、
最
低
極
値
は
昭
和
五
三
年
二
月
一
七
日
に
、
氷
点
下
摂

氏
二

0
・
八
度
を
-
記
録
し
て
い
る
。

平
均
気
温
は
摂
氏
一
一

・
O
度
で
あ
る
。

こ
の
平
均
気
温
は
午
前
九
時
の
測
定
値
で
あ
る
た
め
、
他
の
地
域
と
の
比
較
は
い
ち
が

い
に
で
き
な
い
が
、

県
内
各
地
と
の
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
。

第

三

節

降
水
量
お

よ
び

湿

度

降
水
量
の
月
別
最
高
値
を
示
す
の
は
八
月
と
九
月
で
、
こ
れ
は
、

こ
の
時
期
に
台
風
が
襲
来
す
る
た
め
で
、
月
別
平
均
そ
れ
ぞ
れ

一
九
三

・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

一
九

0
・
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
極
端
に
大
き
な
値
を
示
す
。

最
大
日
降
水
量
は
、
昭
和
四
九
年
九
月
一

O
日
の
一
一
八

・
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
年
の
台
風

1
8
号
の
影

響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

象

こ
れ
と
は
逆
に
最
低
値
を
示
す
の
は
、
四
月
の
平
均
降
水
量
の
六
六

・
七
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
四
月
の
、
湿

気

そ
の
平
均
は
六
三

・
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
し
、

こ
れ
を
挟
ん
で
三
月
と
五
月
も
低
い
値
を
示
す
。

度
は
低
く
、

第二章

最
低
平
均
降
水
量
と
湿
度
の
低
い
値
は
相
関
を
示
す
が
、
最
高
平
均
降
水
量
と
湿
度
の
高
い
値
と
の
相
関
は
み
ら
れ
な
い
。
す
な

こ
れ
は
集
中
豪
雨
の
形
を
取
る
た
め
で
あ
り
、
湿
度
の
高

13 

わ
ち
、
最
高
平
均
降
水
量
を
記
録
す
る
の
は
、
八
月
と
九
月
で
あ
る
が
、



自然環境

い
数
値
を
示
す
の
は
梅
雨
時
の
六
月
と
七
月
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
値
は
、
入

0
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
八
一

・
七
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

14 

平
均
降
水
量
は
、

一
一
四

・
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
県
内
各
地
域
と
比
べ
て
特
に
多
く
も
な
く
少
な
く
も
な
い
。

第一篇

な
お
、
第
一
章
の
第
四
節
河
川
に
記
し
た
降
水
盆
と
河
川
流
量
と
の
関
係
で
、

そ
の
節
を
再
読
願

注
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、

、F
-

、O

B
V
中
-
h
E
V

第

四

節

• 

風

速

風

向

風
向
を
年
聞
を
通
じ
て
み
て
み
る
と
、

五
月
か
ら
八
月
ま
で
は
東
風
が
卓
越
し
、
九
月

一
月
か
ら
四
月
ま
で
は
西
風
が
卓
越
し
、

か
ら
一
二
月
ま
で
は
再
び
西
風
が
卓
越
す
る
。

一
月

・
二
月
の
西
風
は
冷
た
く
厳
し
い
も
の
で
、
台
地
の
上
で
は
強
く
吹
く
と
地
面
の
雪
が
巻
き
上
げ
ら
れ
て
地
吹
雪
が
発
生

し、

交
通
の
大
き
な
障
害
と
な
る
。

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
比
較
的
乾
燥
し
た
風
が
吹
き
、
特
に
季
節
の
変
り
目
と
な
る
三
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
突
風

が
吹
き
荒
れ
る
事
が
よ
く
あ
る
。

五
月
末
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
東
風
が
卓
越
す
る
よ
う
に
な
り
、
冷
た
く
湿
っ
た
ヤ
マ
セ
が
吹
き
続
け
る
と
農
作
物
へ
の
影
響
が

大
で
あ
る
事
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

八
月
末
か
ら
は
風
も
冷
た
く
な
り
、

一
二
月
ま
で
は
再
び
寒
冷
な
西
風
が
卓
越
す
る
よ
う
に
な
る
。



月別平均降雪 ・積雪量

(昭和47年~昭和56年〉
第2表

象気第二章

2 3 4 1......1 11 I 12 事項 --_  

平均降雪(cm)I 5.2 I 4.6 I 2.0 I 0.04 I 1 0.9 I 3.2 

平均積雪(cm)I 36.1 I 62.8 I 42._~_ I~_I I 1.4 I 10.5 
資料:農林水産省奥羽種畜牧場

註:昭和46年5月7日降雪で温床被害の声を聞く。
最大降雪 47.0cm 起日年月日 昭和56年2月24日
最大積雪 135.0cm 起日年月日 昭和56年2月28日

第

五

節

降

積

=高

木筒

雪

・
降

県
南
地
方
は
比
較
的
雪
の
少
な
い
地
域
で
は
あ
る
が
、
七
戸
町
は
よ
り
山
地
寄
り
で
あ
る
た

め
に
、
当
地
方
に
お
い
て
は
、
多
少
降
積
雪
が
多
め
で
あ
る
。

昭
和
四
七
年
か
ら
昭
和
五
六
年
ま
で
の
一

0
年
間
で
、
最
大
降
雪
を
記
録
し
た
の
は
、
昭
和

五
六
年
二
月
二
四
日
の
四
七

・
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
最
大
積
雪
を
記
録
し
た
の
は
、

初霜 ・晩霜

(昭和47年~昭和56年〉
第3表

事 項 |初 霜 月日 |晩霜 月日

10月18日 5月11日

48 10月9日 5月24日

49 10月16日 4月13日

50 10月17日 4月24日

51 10月7日 5月9日

52 10月3日 5月9日

53 10月8日 5月16日

54 10月21日. 5月5日

55 10月16日 5月19日

56 10月13日 5月21日
同
じ資料 :農林水産省奥羽種畜牧場
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自然環境

く
昭
和
五
六
年
の
二
月
二
八
日
の
一
三
五

・
0
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

16 

降
霜
は
第
三
表
に
示
し
た
ご
と
く
、
初
霜
は
一

O
月
初
旬
に
み
ら
れ
、
晩
霜
は
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
多
く
み
ら
れ
る
。

第一篇

第

三
章

生

ヰ加

第

一
節

要

概

こ
の
地
域
は
、
日
本
の
植
物
生
態
分
布
上
の
位
置
か
ら
見
る
と
、
落
葉
広
葉
樹
林
帯
の
ミ
ズ
ナ
ラ

l
ブ
ナ
域
に
属
し
て

い
る。

こ
の
ミ
ズ
ナ
ラ
|
プ
ナ
ク
ラ
ス
の
発
達
し
て

い
る
領
域
は
、
月
平
均
気
温
摂
氏
一

O
度
以
上
の
月
が
四
J
六
カ
月
続
く
と
こ
ろ

で
、

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
北
海
道
南
西
部

・
東
北
一
帯

・
中
部
地
方
と
九
州
の
山
地
及
び
犀
久
島
の
山
頂
部
に
わ
た
っ
て
お
り
、

日
本
列
島
の
中
心
部
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
、

山
地
に
代
表
的
な
夏
緑
広
葉
樹
の
原
生
林
が
プ
ナ
群
落
で
先
史

時
代

(
農
耕
文
化

・
製
鉄
文
化
の
発
達
以
前
)
と
、
上
北
地
方
で
は
歴
史
時
代
の
平
安
期
以
降
馬
の
本
格
的
な
放
牧
以
前
に
は
、
ほ

と
ん
ど
こ
の
群
落
で
こ
れ
ら
の
地
方
が
お
お
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

即
ち
、
人
類
の
手
に
よ
っ
て
有
史
前
後
す
で
に
何
度
か
に

及
ぶ
大
き
な
自
然
破
壊
が
お
こ
な
わ
れ
、
今
日
で
は
更
に
切
り
ひ
ら
か
れ
て
多
く
の
人
が
住
み
つ

い
た
た
め
に
、
こ
の
原
生
林
の
領

域
が
か
な
り
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
平
野
部
に
お
い
て
は
、
そ
の
破
壊
の
後
に
ス
ギ

・
ア
カ
マ
ツ
等
の
人
工
植
栽
が
進
め
ら



れ
る
に
及
ん
で
原
植
生
の
面
影
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
ブ
ナ
群
落
の
な
か
に
は
、

ミ
ズ
ナ
ラ

・
カ
シ
ワ

・
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

・
ヤ
ナ
ギ

・
ト
チ
ノ
キ
・
シ
ラ
カ
バ
な

ど
を
優
占
種
と
す
る
群
落
が
見
ら
れ
る
。

一
部
で
あ
る
が
針
葉
樹
を
主
と
す
る
群
落
も
含
ま

ミ
ズ
ナ
ラ
|
プ
ナ
ク
ラ
ス
の
中
に
は
、

れ
て
い
る
。
即
ち
、

〈
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
〉
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
優
占
種
と
す

ヒ
ノ
キ

・
サ
ワ
ラ

・コ

ウ
ヤ
マ
キ

・
ア
ス
ナ
ロ

・
ヒ
バ

る
も
の
で
あ
る
。
以
上
は
主
と
し
て
高
木
林
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
な
ど
の
夏
緑
広
葉
の
低
木
も
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
が
ミ
ズ
ナ
ラ

l
ブ
ナ
ク
ラ
ス
を
構
成
す
る
群
落
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

・
山
地
に
よ
り
ま
た
は
、
山
の
尾
根

と
か
谷
間

・
河
辺
な
ど
の
地
形
な
ど
の
影
響
に
よ
り
た
が
い
に
八
す
み
わ
け

V
を
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
植
生
配
分

・
発
達
の
状
態
を

一
小
し
て
い
る
。

さ
て
、
今
ま
で
ミ
ズ
ナ
ラ
|
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域
の
一
般
的
植
生
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
た
が
、
当
地
方
七
戸
町
の
現
況
を
次
に
見
て

み
た
い
。

七
戸
町
の
植
生
概
要
は
次
の
よ
う
に
区
分
で
き
る
。

物

八
幡
岳
中
腹
か
ら
頂
上
ま
で
の
地
域

生

七
戸
町
に
認
め
ら
れ
る
唯
一
の
原
生
林
で
、

ミ
ズ
ナ
ラ
!
ブ
ナ
ク
ラ
ス
の
中
の
プ
ナ
|
オ
オ
パ
ク
ロ
モ
ジ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

第三章

典
型
的
な
八
甲
田
東
部
の
植
生
と
共
通
し
て
い
る
が
、
頂
上
付
近
の
緩
傾
斜
地
は
二
五

O
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
及
ぶ
草
地
造
成
が
お
こ
な

わ
れ
て
放
牧
地
と
な
っ
て
い
る
。

17 
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八
幡
岳
山
麓
地
域

18 

標
高
一
ニ

0
0メ
ー
ト
ル
以
下

i
二

0
0メ
ー
ト
ル
の
地
域
で
、

、
、
ズ
ナ
ラ

l
コ
ナ
ラ
|
ク
リ
群
落
の
二
次
林
に
お
お
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
上
部
の
プ
ナ

l
オ
オ
パ
ク
ロ
モ
ジ
群
集
の
代
償
植
生
と
思
わ
れ
る
が
、

地
域
の
一
部
和
田
川
上
流
に
は
、
ス
ギ

・
カ
ラ
マ

第一篇

ツ
の
人
工
植
栽
林
が
認
め
ら
れ
る
。

ロ
ー
ム
地
帯
と
沖
積
低
地
帯
地
域

標
高
二

0
0メ
ー
ト
ル
以
下
の
丘
陵
地
帯
と
和
田
川

・
作
田
川
・

倉
岡
川
等
の
流
域
に
、
由
民
耕
地

・
草
地
が
広
く
分
布
し
、
そ
の

一
部
洪
積
台
地
に
、

ス
ギ

・
ア
カ
マ
ツ

・
カ
ラ
マ
ツ
の
植
林
地
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
認
め
ら
れ
る
典
型
的
人
里
植
物
地
帯
で
あ
る
。
こ

の
地
域
で
特
徴
的
な
の
は
、
社
寺

・
城
跡
周
辺
を
中
心
に
、
ス
ギ

・
モ
ミ

・
イ
チ
ョ
ウ

・
ケ
ヤ
キ
等
の
古
木
が
見
ら
れ
、
人
類
文
化

の
浸
透
の
古
さ
が
伺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

一
方
、
動
物
は
そ
の
地
域
の
植
生
基
盤
の
中
で
生
息
し
て
い
る
の
で
、

八
幡
岳
を
中
心
と
し
た
原
生
林
に
は
、
大
型
晴
乳
類
の

ホ
ン
カ
モ
シ
カ

・
ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ
な
ど
や
ホ
ン
ド
イ
タ
チ

・
ホ
ン
ド
テ
ン

・
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

・
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ

・
ト
ウ
ホ
ク

ノ
ウ
サ
ギ

・
ヤ
マ
ネ

・
ニ
ホ
ン
リ
ス
等
の
森
林
性
中
小
暗
乳
類
か
ら
山
地
性
の
昆
虫
が
生
息
し
、
動
物
相
は
東
八
甲
田
と
の
共
通
種

が
多
い
。
ま
た
、
平
野
部
の
人
里
植
物
地
域
で
は
、
十
和
田
市
や
天
間
林
村
及
び
上
北
地
方
で
一
般
に
見
ら
れ
る
種
に
限
ら
れ
て
お

り
、
と
く
に
晴
乳
類
相
は
貧
弱
で
あ
る
。

. ， 



第

二
節

物

植

七
戸
町
は
、
植
生
上
か
ら
は
概
要
の
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

、
、
ズ
ナ
ラ
!
ブ
ナ
域
の
冷
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
林
帯
に
相
当
し
、
ブ

ナ
を
優
占
種
と
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
本
来
の
植
生
は
八
幡
岳
〈
一

O
二
二
メ

ー
ト
ル
〉
の
中
腹
以
上
の
山
地
帯
で
認
め
ら
れ

る
ほ
か
は
、
薪
炭
等
に
供
す
る
た
め
の
伐
採
か
山
火
事
等
で
破
壊
さ
れ
た
跡
に
代
償
植
生
と
し
て
発
達
し
た
遷
移
途
中
の

ミ
ズ
ナ
ラ

ー
コ
ナ
ラ
|
ク
リ
で
代
表
さ
れ
る
二
次
林
が
、
中
腹
以
下
の
山
麓
一
帯
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
、
こ
の
代
償
植
生
区
域

は
、
先
の
八
幡
岳
中
腹
以
上
の
原
生
林
に
次
い
で
自
然
度
の
高
い
区
域
で
あ
る
。

こ
の
下
部
の
丘
陵
地
帯
が
市
街
地
へ
続
き
、
州民耕

地
を
取
囲
む
よ
う
に
人
工
林
の
ス
ギ
を
主
体
と
し
た
山
林
が
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
区
域
の
林
床
に
は
し
ば
し

ば
、
本
来
自
然
度
の
高
い
プ
ナ
林
下
で
群
生
す
る
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
や
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
属
の
各
種
、
或
は
和
田
川
等
の
沖
積

低
地
帯
に
は
泥
炭
地
植
物
〈
寒
冷
地
系
〉
の
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
や
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
在
来
種
の
中
に

侵
入
し
て
い
る
帰
化
植
物
の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
も
見
ら
れ
、
植
物
社
会
が
混
乱
し
て
い
る
区
域
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う

物

に
、
三
区
域
は
植
生
上
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
基
い
て
三
区
別
々
に
記
述
す
る
。

生第三章

八
幡
岳
中
腹
か
ら
山
頂
ま
で
の
植
生
(
標
高
四

0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
原
生
林
地
帯
〉

八
幡
岳
は
七
戸
町
の
中
心
部
か
ら
西
へ
約
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
標
高
一

O
二
二
メ
ー
ト
ル
の
緩
傾
斜
地
の
多
い
な
だ

19 



ら
か
な
山
で
あ
る
。
古
く
か
ら
近
在
の
人
々
に
よ
っ
て
山
岳
崇
拝
の
対
象
に
な
り
、

自然環境

五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
が
放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

第一篇

至
る
緩
傾
斜
地
の
大
部
分
は
、

プ
ナ
|
ミ
ズ
ナ
ラ
域
の
一
型
で
あ
る
ブ
ナ
|
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
群
集
が
極
相
林
と
し
て
発
達
し
て
い

る
。
こ
の
群
集
の
高
木
層
は
ブ
ナ
で
、

現
在
は
、
平
坦
部
の
多
い
山
の
た
め
中
腹
の

20 

山
腹
(
四

0
0メ
ー
ト
ル
〉

か
ら
山
の
神
〈
九
五

0
メ
ー
ト
ル
)

低
木

・
草
本
層
は
チ
シ
マ
ザ
サ

(
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
〉
が
優
占
し
、
典
型
的
な
裏
日
本
型
ブ
ナ

林
を
構
成
し
て
い
る
。

こ
の
林
床
に
は
ツ
マ
場
校
に
利
用
さ
れ
る
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
の
ほ
か
に
、

ヒ
メ
ア
オ
キ

(
ア
オ
キ
の
裏
日
本

型

-
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

・
ミ
ネ
カ
エ
デ

・
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
等
が
部
分
的
に
出
現
し
、
プ
ナ
林
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
よ
う
に
頻
繁
に
出
現
し
な
い
が
、
沢
沿
い
の
湿
潤
地
で
高
木
層
に
、

サ
ワ
グ
ル
ミ
群
集
も
見
ら
れ
る
。

サ
ワ
グ
ル
ミ

・
ト
チ
を
混
入
す
る
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ

l

こ
の
林
床
に
は
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ

・
ウ
リ
ノ
キ

・
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ

・
オ
シ
ダ

・
オ
ヒ
ョ
ウ

-
ト
チ
パ
ニ
ン
ジ
ン

・
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ

・
ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ

・
ハ
ナ
イ

八幡岳山の神付近のプナ林

カ
ダ

・
ミ
ゾ
シ
ダ

・
オ
オ
カ
モ
メ
ヅ
ル

・
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど

が
随
伴
種
と
し
て
出
現
す
る
。
ま
た
、
乾
性
地
の
貧
栄
養
地
に
は
、

春
一
番
に
紫
紅
色
の
美
花
を
ひ
ら
く
、
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ

・

ア
ク
シ
パ

・
シ
シ
ガ
シ
ラ

・
ヤ
マ
ウ
ル
シ

・
マ
ル
パ
マ
ン
サ
ク

・
ツ

バ
メ
オ
モ
ト

・
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
等
が
林
床
を
色
ど
る
。

一
方
、
田
代
平
に
至
る
南
側
斜
面
の
尾
根
す
じ
の
一
部
に
湿
性
地

が
あ
り
、

エ
ゾ
ア
プ
ラ
ガ
ヤ

・
オ
オ
バ
セ
ン
キ
ュ
ウ

・
オ
ク
ト
リ
カ



物

ム
v

e
J石
壁

生第三章

1 6 5 .4 3 2 1 

智道による須藤
2 :ミヤマナラ群集

3 :夕、ケカンパ群落

4 :ミヤマハンノキ群落

5 :ミヤマヤナギーコメツツジ群落

6 :イワキンパイ群落

第3図 八幡岳山頂部植生配分模式図 (5E-NW) 

1 :プナーオオパクロモジ群集

プ
ト

(
有
毒
〉

-
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
か
ら
な
る
高
茎
草
本

群
落
が
発
達
し
て
い
る
。

山
頂
部
に
は
、
亜
高
山
帯
か
ら
高
山
帯
に
か
け
て
分
布
す

る
植
生
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
強
い
風
の
た
め
樹
高

メ
ー
ト
ル
弱
の
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
群
落
が
発
達
し
、
そ
の
後
背
部

分
に
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
群
落
が
隣
接
し
て
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
群
落
の
表
土
が
薄
い
尾
根
上
の
林
分
で
は

キ
タ
ゴ
ヨ
ウ

・
イ
チ
イ
の
古
木
を
混
生
す
る
。
こ
の
林
床
に

tま

ツ
バ
メ
オ
モ
ト

・
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ

・
ヒ
メ
ス
ギ
ラ
ン
が

生
育
し
て
い
る
。
山
頂
の
北
西
側
崩
壊
地
岩
壁
上
に
は
、

ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ

l
コ
メ
ツ
ツ
ジ
群
落
が
帯
状
に
発
達
し
、
そ
の

後
背
部
に
は
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
群
落
を
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
崩
壊
地
に
は
イ
ワ
カ
ガ
ミ

・
ハ
ナ
イ
カ
リ
が
生
育

し

岩
壁
上
に
は
、

ユ
キ
ワ
リ
コ
ザ
ク
ラ

・
イ
ワ
キ
ン
バ
イ

な
ど
の
高
山
草
木
群
落
が
発
達
し
て
い
る
。
以
下
に
、
主
な

群
落
の
構
成
種
を
多
い
順
に
列
記
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。
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ヱ
ゾ
ア
ブ
ラ
ガ
や
群
落

ハ
標
高
六
四

0
メ
ー
ト
ル
〉

エ
ゾ
ア
プ
ラ
ガ
ヤ

・
ミ
ゾ
ソ
パ
・
ミ
ノ
ボ
ロ
ス
ゲ

・

22 

ヒ
メ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

ニ乙

第一筋

ゾ
シ
ロ
ネ

・
ア
カ
パ
ナ

・
ヒ
メ
ジ
ソ

・
オ
オ
パ
セ
ン
キ
ュ
ウ
。

ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
群
落

(
標
高
一

O
一
0
メ
ー
ト
ル
〉

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

・
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

・
ツ
ボ
ス
ミ

レ

ミ
ヤ
マ
ナ
ラ

・
ナ
ナ
カ
マ
ド

・
ミ
ネ
カ
エ
デ

・
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ

・
ア
オ
ダ
モ

・
コ
メ
ツ
ツ
ジ

・
イ
チ
イ

・
ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ

・
チ

シ
マ
ザ
サ

・
ホ
ツ
ツ
ジ

・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・
ウ
ス
ノ
キ

・
ツ
ル
ツ
ゲ

・
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

・
ホ
ソ
バ
ノ
ト

ウ
ゲ
シ
パ

-
ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ

-
シ
シ
ガ
シ
ラ

・
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
。

-
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ

ダ
ケ
カ
ン
パ
群
落

〈
標
高
九
八

0
メ
ー
ト
ル
)

ダ
ケ
カ
ン
パ

・
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ

・
イ
チ
イ

・
ア
カ
ミ
ノ
イ
ヌ
ツ
ゲ

・

ナ
シ

-
チ
シ
マ

ザ
サ

・
ホ
ツ
ツ
ジ

・
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ

・
ウ
ス
ノ
キ

・
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

・
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ

・
プ
ナ

・
ア
ズ
キ

コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ

・
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ

・
ホ
ソ
バ
ノ
ト
ウ
ゲ
シ

や

ノ、

-
ツ
ル
シ
キ
ミ

・
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

・
ミ
ネ
カ
エ
デ

・
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン

・
ウ
ス
パ
サ
イ
シ
ン
。

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
群
落

〈
標
高
九
六

0
メ
ー
ト
ル
)

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ

・
ア
オ
ダ
モ

-
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ

・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・

キ
カ
ラ
マ
ツ

・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ

・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

・
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン

ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ

l
コ
メ
ツ
ツ
ジ
群
落

(
標
高
九
六

0
メ
ー
ト
ル
〉 マ

ル
パ
マ
ン
サ
ク

・
チ
シ
マ
ザ
サ

・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

・
ア

-
ツ
リ
バ
ナ

・
ツ
ル
シ
キ
ミ
。

ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ

・
コ
メ
ツ
ツ
ジ

・
ア
オ
ダ
モ

・
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ

・
イ
ワ
カ
ガ
ミ

・
イ
フ
キ
ボ
ウ
フ
ウ

・
イ
ワ
キ
ン
パ
イ

・
ア
キ
ノ



キ
リ
ン
ソ
ウ

・
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル

・
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ

・
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ

・
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
。

イ
ワ
キ
ン
パ
イ
群
落

ハ
標
高
九
五

0
メ
ー
ト
ル
〉

イ
ワ
キ
ン
パ
イ

・
イ
ブ
キ
ボ
ウ
フ
ウ

・
コ
メ
ツ
ツ
ジ

・
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
。

キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
群
落

〈
標
高
約
四

0
0
メ
ー
ト
ル
〉

八
幡
岳
の
中
腹
標
高
四

0
0メ
ー
ト
ル
付
近
の
ブ
ナ
林
中
に
、

作
田
川
に
合
流
す
る
一
支
流
が
あ
り
、
こ
の
渓
谷
に
一

O
メ
l
ト

ル
ほ
ど
の
落
差
を
も
っ
た
三
段
の
滝
が
あ
る
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
等
は
多
数
の
行
楽
客
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
、
三
階
滝
と
呼
ん
で
親
し

ま
れ
て
い
る
滝
で
あ
る
。

こ
の
滝
の
両
側
で
岩
盤
、
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
が
点
々
と
分
布
し
て
い
る
。
特
に
珍

し
い
植
物
と
は
言
え
な
い
が
、
植
物
社
会
的
に
興
味
が
も
た
れ
る
植
物
で
あ
る
。

物生第三章

こ
の
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
群
落
は
、
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ

・
ミ
ズ

ナ
ラ

・
ブ
ナ

・
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

・
マ
ル
パ
マ
ン
サ
ク

・
リ
ョ
ウ
プ

八幡岳中腹道路泊いのキタゴヨウ

ミ
ネ
カ
エ
デ

・
コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ

・
ナ
ナ
カ
マ
ド

・
ア
カ
ミ
ノ

イ
ヌ
ツ
ゲ

・
ヤ
マ
ウ
ル
シ

・
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ

・
ア
ズ
キ
ナ
シ

・
タ
ム

シ
パ

・
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ

・
ホ
ツ
ツ
ジ

・
ア
ク
シ
バ

・
ク
ロ
ス
ゴ

・

ミ
ヤ
マ
ホ
ツ
ツ
ジ

・
シ
ノ
ブ
カ
グ
マ

・
カ
ラ
ス
シ
キ
ミ

・
ヤ
マ
ソ
テ

ツ

・
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ

・
イ
ワ
ナ
シ

・
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス

・
ヤ
マ
ツ

ツ
ジ
が
構
成
種
と
な
っ
て
い
る
。
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八
幡
岳
山
麓
の
植
生
ハ
標
高
四

0
0メ
ー
ト
ル

l
一
0
0メ
ー
ト

ル〉
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山
麓
一
帯
は
、
起
状
に
富
ん
だ
急
傾
斜
の
小
山
並
み
が
奥
羽
種
畜
牧
場
の
手
前
ま
で
続
き
、

そ
の
半
分
以
上
が
、
中
腹
か
ら
頂
上

付
近
に
か
け
て
見
ら
れ
る
プ
ナ
|
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
群
集
の
代
償
植
生
と
思
わ
れ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
l
コ
ナ
ラ
l
ク
リ
群
落
に
お
お
わ
れ

第一篇

和
田
川
上
流
山
館
部
落
や
作
田
川

・
倉
岡
川
沿
い
に
点
在
す
る
左
組
や
銀
南
木
部
落
付
近
の
山
麓
一
帯
は
、
ス
ギ

て
い
る
。
ま
た
、

を
主
に
カ
ラ
マ
ツ

・
ア
カ
マ
ツ
の
植
栽
林
、
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
植
生
の
中
で
、
沢
通
り
に
発
達
す
る
サ
ワ
シ
バ

l
リ
ョ
ウ
プ
群
落
が
特
徴
的
で
、

群
落
構
成
種
に
は
、
ト
チ
ノ
キ

・
ス

ミ
レ
サ
イ
シ
ン

・
ヤ
グ
ル
マ
ソ
ウ

・
ユ
キ
ザ
サ

・
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
あ
り
、
高
木
層
に
は
ミ
ズ
ナ
ラ

・
サ
ワ
グ
ル
ミ

・
エ
ゾ

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
が
主
に
出
現
す
る
。
そ
の
ほ
か
の
主
な
種
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ

亜
高
木
層
と
し
て
、

-
ウ
リ
ノ
キ

・
オ
ヒ
ョ
ウ

・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ

・
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

・
キ
ブ
シ

・
ホ
ウ
ノ
キ

・
ミ
ズ
キ

・
サ
ル
ナ
シ

・
シ
ナ
ノ
キ

・
オ
オ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

・
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
等
の
樹
種
が
混
入
し
て
い
る
。
こ
の
林
下
に
は
、

ヤ
マ
グ
ワ

・
サ
ン
シ
ョ
ウ

・
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ

・

ヒ
メ
ア
オ
キ

・
オ
オ
パ
ク
ロ
モ
ジ

・
ニ
ガ
キ

・
チ
シ
マ
ザ
サ

・
コ
マ
ユ
ミ

・
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
プ

・
マ
ル
パ
マ
ン
サ
ク

・
ニ
ワ
ト
コ

・

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
な
ど
の
中
小
潅
木
類
が
見
ら
れ
る
。
草
本
類
で
は
、

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ

・
キ
パ
ナ
イ
カ
リ
ソ
ウ

・
オ
オ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ

レ

・
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ

・
コ
タ
ニ
ワ
タ
リ

・
ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ

・
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

・
ミ
ヤ
マ
カ
ン
ス
ゲ

・
ス
ミ
レ
サ
イ
シ

ン

・
ハ
ナ
イ
カ
ダ

・
ミ
ゾ
シ
ダ

・
チ
ゴ
ユ
リ

・
ツ
リ
パ
ナ

・
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ

・
ク
ル
マ
バ
ソ
ウ

・
ツ
バ
メ
オ
モ
ト

・
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

-
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
人
目
に
つ
く
植
物
が
頻
繁
に
出
現
し
、

原
生
林
内
と
異
な
っ
た
う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い

植
物
が
多
い
。



そ
の
ほ
か
、
雪
崩
等
の
発
生
す
る
不
安
定
地
形
に
は
、

ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
プ
シ

・
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
群
落
が
あ
り
、
構
成
木
の
基
幹

の
大
部
分
が
斜
面
下
方
に
下
垂
し
て
い
る
。

こ
の
群
落
に
は
、

キ
プ
シ

・
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
の
木
本
類
と
オ
オ
ヨ
モ
ギ

・
ト
リ
ア
シ

シ
ョ
ウ
マ

、
山
菜
と
し
て
楽
し
め
る
ウ
ワ
パ
ミ
ソ
ウ
や
エ
ゾ
ニ
ュ
ウ

・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

・
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ

・
イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク

な
ど
の
草
本
類
が
あ
る
。
ま
た
、

マ
γ
ト
植
物
と
し
て
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
群
落
の
林
縁
に
は
、

ま
た
、

一
一層
多
湿
な
沢
沿
い
の
崩
壊
地
に
は
樹
木
が
育
た
ず
、
草
本
群
落
が
発
達
し
て
い
る
。

和
田
川
の
上
流
で
は
、
オ
オ
ヨ
モ

ギ

・
オ
オ
イ
タ
ド
リ

・
ア
カ
ソ

・
ヒ
メ
シ
ラ
ス
ゲ
を
代
表
と
す
る
植
生
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
群
落
に
は
、

エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ

・
モ
ミ
ジ

カ
サ

・
オ
ニ
シ
モ
ツ
ケ

・
ウ
ワ
パ
ミ
ソ
ウ

・
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ

・
ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス

・
フ
キ

・
タ
ニ
ウ
ツ
ギ

・
ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ

-
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

・
ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
ウ
ド

・
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

・
キ
ツ
リ
フ
ネ

・
ク
サ
ソ
テ
ツ

・
ゼ
ン
マ
イ

・
ニ
ョ
イ
ス
ミ
レ

・
ゴ

マ
ナ

・
サ
ワ
ア
ザ
ミ

・
ヤ
マ
ニ
ガ
ナ

・
ホ
ド
イ
モ

・
オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ

・
タ
ニ
タ
デ

・
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
の
植
物
も
見
ら
れ
る
。
〉同

L. 

の
中
に
は
山
菜
の
種
が
数
種
も
含
ま
れ
て
い
る
。

(
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
H
ミ
ズ
)

一
方
、
森
林
が
破
壊
さ
れ
た
後
も
継
続
的
に
火
入
等
が
お
こ
な
わ
れ
た
乾
性
地
に
は
、

ス
ス
キ

・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ

・
ア
キ
ノ
キ
リ

γ
ソ
ウ
を
主
に
し
た
ス
ス
キ
群
落
、
が
発
達
し
て
お
り
、
山
麓
の
人
家
に
近
い
と
こ
ろ
で
見
か
け
る
日
本
的
景
観
で
あ
る
。

こ
こ
に

物

(
帰
化
植
物
)

-
ヒ
ル
ガ
オ

・
オ
オ
ヨ
モ
ギ

は
、
里
の
帰
化
植
物
も
侵
入
し
、

ワ
ラ
ビ

・
ク
ズ

・
ト
コ
ロ

・
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

生

な
ど
も
あ
る
。

第三章

ま
た
、
伐
採
地
の
林
縁
や
道
路
沿
い
の
樹
木
へ
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
、

マ
ン
ト
植
物
の
ク
ズ
群
落
が
発
達
し
て
い
て
景
観
を

特
徴
e

つ
け
て
い
る
。
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ロ
ー
ム
地
帯
と
沖
積
低
地
帯
の
植
生
(
市
街
地
を
含
む
人
里
植
物
〉
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ロ
ー
ム
地
帯
の
植
生

(
洪
積
台
地
)

第一篇

台
地
の
平
坦
部
は
、
畑
と
採
草
地
及
び
放
牧
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る
面
積
が
広
く
、
林
地
は
、
採
草
地
の
周
囲
(
例

奥
羽
種
畜

牧
場
〉
に
防
風
林
と
し
て
、
ア
カ
マ
ツ

・
カ
ラ
マ
ツ

・
ス
ギ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
農
地
の
周
辺
、
或
は
宅
地
の
周
囲
の
い

わ
ゆ
る
屋
敷
林
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
る
ス
ギ

・
ケ
ヤ
キ

・
ア
カ
マ
ツ
な
ど
や
、
台
地
か
ら
沖
積
低
地
に
下
降
す
る
傾
斜
地
、
或
は

土
砂
等
の
流
出
し
た
崩
壊
地
に
残
存
す
る
ク
リ
|
コ
ナ
ラ
二
次
林
。

ニ
セ
ア
カ
シ
ア
林
な
ど
と
、
寺
社

・
城
跡
の
周
囲
に
古
人
に
よ

っ
て
植
え
ら
れ
た
樹
木
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
林
内
に
は
、
日
照
、
湿
度
、
地
形
、
土
質
、
林
齢
、
樹
種
な
ど
の
環
境
要

因
の
違
い
に
よ
っ
て
、
色
々
な
植
物
が
侵
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
畑
の
周
辺
や
道
端
な
ど
の
日
当
り
の
良
い
と
こ
ろ
に
は
、
い
わ
ゆ

る
H

ヤ
ブ
H

が
形
成
さ
れ
て
、
ノ
イ
バ
ラ

・
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

・
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
な
ど
が
混
生
す
る
。

一
方
、
前
記
の
道
端
や
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
裸
地
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
帰
化
植
物
の
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

・
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

・
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
な
ど
が
群
落
を
つ
く
り
、
人
里
植
物
は
複
雑
で
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
次
に
そ
の
主
な
も
の
を
記
述
し
て
お
く
。

ク
リ
l

コ
ナ
ラ
二
次
林

土
地
利
用
度
の
低
い
崖
や
急
傾
斜
地
、
寺
社
の
周
囲
は
、
比
較
的
破
壊
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
自
然
林
と
し
て
残
っ
て

い

る
場
合
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
H

雑
木
林
μ

と
い
う
呼
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
放
置
し
て
お
く
と
長
い
間
に
は
元
の
植
生
プ

ナ
林
に
戻
っ
て
い
く
。

よ
く
い
わ
れ
る
関
東
の
武
蔵
野
の
二
次
林
、

コ
ナ
ラ
l

ク
ヌ
ギ
雑
木
林
の
冷
温
帯
型
な
の
で
あ
る
。
こ
の
林

は
、
落
葉
広
葉
樹
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
春
早
い
頃
に
は
陽
光
が
地
面
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
林
内
に
は
カ
タ
ク
リ

・
フ
ク



ジ
ュ
ソ
ウ

・
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
な
ど
が
咲
き
乱
れ
、
美
し
い
色
ど
り
を
見
せ
て
く
れ
る
。

次
に
こ
の
林
の
主
な
構
成
種
を
掲
げ
て
お

高

木

屑

ミ
ズ
ナ
ラ

・
コ
ナ
ラ

・
ク
リ

・
ホ
ウ
ノ
キ

・
ト
チ

・
ウ
ワ
ミ
ズ
サ
ク
ラ

・
ミ
ズ
キ

亜
高
木
層

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

・
キ
タ
コ
ブ
シ

・
ヤ
マ
グ
ワ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

・
ハ
タ
ウ
ン
ボ
ク

低

木

層

オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ

・
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ

・
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ

・
イ
ヌ
ツ
ゲ

・
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ

・
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ

・
ミ
ズ

キ

・
ガ
マ
ズ
ミ

・
ム
シ
カ
リ

革

本

層

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ

・
オ
シ
ダ

・
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

・
ア
ク
シ
バ

・
チ
ゴ
ザ
サ

(註

八
幡
岳
に
近
い
ほ
ど
組
成
が
顕
著
に
な
る
。
)

こ
の
二
次
林
の
タ
イ
プ
は
、

な
お
、
こ
の
林
縁
や
伐
採
地
に
は
、

好
ん
で
つ
る
性
の
マ
ン
ト
植
物
で
あ
る
フ
ジ

・
ツ
タ
ウ
ル
シ

・
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ

・
ノ
ブ
ド
ウ

-
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、

(
田
打
桜
〉
や
ホ
ウ
ノ
キ
が
白
い
花
を
咲
か
せ
、

キ
タ
コ
ブ
シ

ーマ
、ノ

サ
ク
の
黄
色
い
花
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

(
七
戸
地
方
の
山
桜
の
主
体
〉

-
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ

・
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ

な
ど
が
咲
き
競
う
の
も
こ
の
タ
イ
プ
の
山
林
で
あ
る
。
ま
た
、

林
内
で
は
前
出
の
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
や
カ
タ
ク
リ
の
花
、
十
和
田
市
付

物

近
の
雪
の
少
な
い
林
縁
地
に
は
、

サ
ク
ラ
ソ
ウ
も
散
見
さ
れ
る
。

生

こ
の
ほ
か
、
山
菜
の
王
と
い
わ
れ
る
タ
ラ
も
、

こ
の
よ
う
な
二
次
林
が
伐
採
さ
れ
た
跡
に
生
え
る
。

夏
季
に
は
、
万
葉
の
歌
に
も

第三章

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
類
の
原
種
〉

見
ら
れ
る
オ
ケ
ラ

・
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
(
本
来
は
湿
原
性
の
植
物
で
、

-
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ

(
ウ
レ
イ

-
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、

人
目
に
余
り
つ
か
な
い
花
が
終
っ
た
常
緑
の
小
型
草
本
の
シ
ュ
ン
ラ
ン

・
エ
ビ
ネ
、
晩
夏

27 

と
呼
称
し
て
い
る
〉
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か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

28 

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ

・
マ
ユ
ミ
な
ど
の
赤
い
実
、

カ
エ
デ
類
の
ヤ
マ
ウ
ル
シ

・
ヌ
ル
デ
な
ど
の
葉
が
色
づ
き
、

二
次
林
か
い
わ
い
は
四
季
折
々
の
変
化
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

第一篇

ス
ス
キ
草
原

火
入
れ
を
く
り
返
し
て
お
け
ば
形
成
さ
れ
る
。

こ
の
種
の
草
原
は
、
ブ
ナ
|
ミ
ズ
ナ
ラ
ク
ラ
ス
の
森
林
を
破
壊
し
、

ス
ス
キ
草
原

は
、
放
牧
な
ど
や
牛
馬
の
食
糧
に
な
っ
て
、
次
第
に
シ
バ
草
原
に
変
っ
て
い
く
。

シ
バ
草
原
も
過
度
な
踏
み
つ
け
が
続
け
ば
、
オ
オ

パ
コ
群
落
が
出
現
す
る
。
田
代
平
や
種
差
海
岸
な
ど
は
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
、

現
在
で
は
牛
馬
に
変
っ
て
人
が
踏
み
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
維
持
さ
れ
て
い
る
草
原
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
放
牧
地
で
も
、
国
代
平
な
ど
で
も
過
度
な
踏
み
つ
け
が
お
こ
な
わ
れ

る
水
飲
み
場
や
牛
馬

・
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
は
、
踏
み
つ
け
に
も
っ
と
も
強
い
オ
オ
バ
コ
を
中
心
に
し
た
群
落
に
変
っ
て
失
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

平
安
期
以
降
、
こ
の
地
方
は
馬
の
放
牧
に
よ
る
シ
パ
草
原
や
ス
ス
キ
草
原
が
形
成
さ
れ
、
樹
木
が
生
え
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
火
入

れ
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
牧
草
の
普
及
に
よ
る
草
地
改
良
と
明
治
以
降
ま
で
続
い
た
と
い
わ
れ
る
焼
畑
農
業
か
ら
、
本
格

的
な
施
肥
栽
培
農
業
ヘ
移
る
と
と
も
に
、
草
原
は
急
激
に
減
少
し
、
残
存
地
域
も
放
牧
さ
れ
な
い
た
め
、
ス
ス
キ
草
原
か
ら
徐
々
に

ア
カ
マ
ツ
林
を
経
て
、
雑
木
林
に
変
り
つ
つ
あ
る
。
今
、
ス
ス
キ
草
原
か
ら
シ
バ
草
原
を
経
て
、
雑
木
林
へ
と
た
ど
っ
た
こ
の
地
方

の
平
野
植
生
を
人
と
の
か
か
わ
り
あ
い
を
通
じ
て
巨
視
的
に
展
望
し
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
里
植
物
は
、
そ
の
地

域
の
歴
史
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
人
工
の
植
物
で
あ
る
。
前
項
で
述
べ
た
、
武
蔵
野
の
雑
木
林
(
国
木
田
独
歩
が
愛
し
た
と
い
う
〉
も

元
を
た
だ
せ
ば
、
中
世
頃
ま
で
は
ス
ス
キ
草
原
が
発
達
し
て
い
た
の
が
(
馬
の
放
牧
に
よ
る
)
江
戸
時
代
に
は
、
江
戸
の
台
所
を
支



え
る
薪
炭
林
と
し
て
生
れ
変
り
(
草
原
を
放
置
す
る
と
雑
木
林
に
遷

草原に咲く幻の花ムラサキ

移
す
る
〉

、
農
業
経
営
に
組
み
こ
ま
れ
た
経
済
林
と
な
っ
て
、
自
然

と
人
間
の
営
為
と
の
聞
に
一
定
の
調
和
が
保
た
れ
て
き
た
の
で
あ

る

し
か
し
、
薪
炭
も
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
今
日
、
開
発
さ
れ

て
一
部
に
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
七
戸
町
を
概
観
す
る
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
な
経
過
を
た

ど
っ
た
雑
木
林
や
逆
に
雑
木
林
が
伐
採
さ
れ
、
ス
ス
キ
群
落
に
戻
っ

た
と
こ
ろ
や
畑
が
放
置
さ
れ
て
、

ス
ス
キ
群
落
が
発
達
し
た
と
こ
ろ

な
ど
が
錯
綜
し
て
い
る
。
次
に
、
ス
ス
キ

・
シ
バ
群
落
に
随
伴
す
る
種
を
記
述
し
て
お
く
。

ス
ス
キ

・
シ
パ
ス
ゲ

・
オ
キ
ナ
グ
サ

・
ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ

・
ミ
ツ
バ
ッ
チ
グ
リ

・
ニ
ガ
ナ

・
ア
リ
ノ
ト
ウ
グ
サ

・
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ

・
チ

チ
コ
グ
サ

・
オ
オ
バ
コ

・
ス
ズ
メ
ノ
ヤ
リ

・
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

・
ネ
ジ
バ
ナ

・
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

・
ウ
メ
パ
チ
ソ
ウ

・
ワ
ラ
ビ

・
ヤ
マ
ハ

広
く
オ
オ
バ
コ
群
落
が
発
達
し
て
い
る
。

・
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ

・
イ
ヌ
ガ
ラ
シ

・
カ
ゼ
ク
サ

・
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

・
ニ
ワ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
ほ
か
に
、

ギ

・
キ
キ

ョ
ウ

・
オ
ミ
ナ
エ
シ

物

路
傍
・
あ
き
地
の
植
物

生

絶
え
ず
人
や
車
に
踏
ま
れ
る
路
上
に
は
、

第三章

こ
の
よ
う
な
場
所
に
は
、

ハ
イ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ

キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ

・
ス
ズ
メ

ノ
ヒ
エ

・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

・
オ
オ
ア
ワ
ガ
エ
リ

・
ノ
チ
ド
メ
な
ど
が
随
伴
し
て
出
現
す
る
こ
と
が
多
い
。

29 
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近
年
と
く
に
目
立
つ
の
は
タ
ン
ポ
ポ
で
、
市
街
地
や
近
郊
農
村
に
も
在
来
種

30 

の
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
は
見
ら
れ
ず
、
自
に
つ
く
殆
ん
ど
が
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
に
置
き

シパ草原に咲くオキナグサ

変
っ
て
い
る
。
今
一
つ
は
、
帰
化
植
物
で
あ
る
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
が
、
花
の

小
型
な
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
に
次
第
に
場
所
を
占
拠
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ

る
ま
た
、
あ
き
地
な
ど
を
何
年
か
放
置
し
て
お
く
と
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

・
イ
ヌ

ピ
エ

・
メ
ヒ
シ
バ

・
カ
タ
バ
ミ

・
ス
ギ
ナ

・
ギ
シ
ギ
シ

・
ヒ
メ
ス
イ
バ

・
へ
ラ

オ
オ
バ
コ

・
ジ
シ
パ
リ

・
ヒ
メ
ジ

ョ
オ
ン

・
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

・
ア
レ
チ
マ

ツ
ヨ
イ
グ
サ

・
ハ
コ
ベ
な
ど
が
生
え
る
。
こ
れ
ら
は
畑
の
雑
草
に
共
通
す
る
も

の
が
多
く
、
そ
の
半
数
近
く
が
帰
化
植
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
大
型
草
本
で
夏
に
黄
色
の
花
が
咲
く
帰
化
植
物

の
キ
ク
イ
モ
や
同
じ
路
傍
で
、

ハプ
タ
の
飼
料
用
と
し
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
野
生
化
し
た
〉

ア
ワ
ガ
エ
リ
〈
チ
モ
シ
l
〉

牧
草
地
か
ら
出
て
野
生
化
し
た
オ
オ

-
カ
モ
ガ
ヤ
(
オ
l
チ
ャ

I
ド
グ
ラ
ス
)

-
コ
ヌ
カ
グ
サ

(
レ
ッ
ド
ト
ッ
プ
)
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

仁ヰ

沖
積
低
地
の
植
生

〈
河
川
流
域
〉

和
田
川
・
作
田
川

・
倉
岡
川

・
七
戸
川
の
各
流
域
の
沖
積
低
地
は
、
水
田
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
中
で
、
沢

の
入
り
込
ん
で
い
る
未
利
用
地
や
水
田
准
瓶
用
と
し
て
つ
く
っ
た
溜
池
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
そ
の
上
流
や
周
囲
に
湿
原
が
発
達
し

て
い

る
。
部
分
的
で
規
模
は
小
さ
い
が
、
湧
水
付
近
は
水
温
が
低
い
の
で
、

、
、
ズ
ゴ
ケ
が
堆
積
し
て
泥
炭
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
こ



ろ
も
あ
り
、
寒
冷
地
や
八
甲
田
山
な
ど
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
植
生
も
発
達
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
湿
原
の
周
囲
に
は
、
ヤ
チ
ハ

ン
ノ
キ
林
や
ヤ
チ
ダ
モ

・
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

・
オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ

・
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
が
繁
り
、

ヨ
シ

・
ク
サ
レ
ダ
マ

・
タ
チ
ア
ザ
ミ

-
ア
ゼ
ス
ゲ

・
ナ
ガ
ボ
ノ
ワ
レ
モ
コ
ウ

・
チ
ゴ
ザ
サ

・
カ
サ
ス
ゲ

・
ヒ
ラ
イ
カ
モ
ノ
ハ
シ

・
オ
グ
ル
マ

・
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ
な
ど
が
草
木

群
落
を
構
成
し
て
い
る
。
周
囲
の
林
床
に
は
、

エ
ン
コ
ウ
ソ
ウ

・
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

・
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

・
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
な
ど
や
、

散
発
的
に
泥
炭
地
性
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

・
ク
ロ
パ
ナ
ロ
ウ
ゲ

・
ミ
ツ
ガ
シ
ワ

・
カ
キ
ツ
バ
タ

・
タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ
が
出
現
す
る
。
ま

た
、
河
川
流
域
全
般
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
種
と
し
て
、

ミ
ソ
ハ
ギ

・
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

・
ミ
ズ
オ
ト
ギ
リ

・
シ
ロ
ネ

・
サ
ワ
オ

グ
ル
マ

・
コ
オ
ニ
ユ
リ

・
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ

・
イ

・
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

・
ガ
マ

・
ヨ
シ

・
マ
コ
モ

・
セ
リ

・
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ

〈
ミ
ズ
タ

カ
ナ
と
呼
称
〉
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
未
確
認
で
あ
る
が
、
小
河
川
や
溜
池
等
に
は
、
水
草
の
ヒ
ル
ム
シ
ロ

・
ヒ
ツ
ジ
グ

サ

・
コ
ウ
ホ
ネ

・
ヒ
シ

・
ク
ロ
モ

・
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ

・
ミ
ク
リ

・
ジ
ュ
ン
サ
イ

・
ホ
サ
ギ
キ
ノ
フ
サ
モ

・
タ
ヌ
キ
モ

(
食
虫
植
物
〉

な
ど
が
生
息
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
県
内
で
は
津
軽
地
方
に
余
り
見
か
け
な
い
帰
化
植
物

(
北
ア
メ
リ
カ
原
産
〉

の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
が
、
国
道
4
号
線
沿

い
の
湿
地
な
ど
で
大
群
落
を
形
成
し
て
い
る
。
関
西
の
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
と
な
ら
ん
で
、
戦
後
急
激
に
生
息
範
囲
を
拡
大
し
て
い

物

こ
の
植
物
は
、

県
南
地
方
で
も
七
戸
町
を
中
心
に
多
い
キ
ク
科
の
大
型
草
本
で
、
夏
に
黄
色
い
キ
ク
イ
モ
と
似
た

る
も
の
で
あ
る
。

生

大
型
の
花
を
つ
け
る
。

明
治
初
期
に
牧
草
の
種
子
に
混
入
し
て
北
海
道
に
入
っ
た
の
が
南
下
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
七
戸

第三章

町
を
中
心
に
繁
殖
を
拡
大
し
て
い
る
の
は
、
奥
羽
種
畜
牧
場
が
窓
口
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

七
戸
町
の
古
木
・
名
木
類

31 

同
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七
戸
町
に
は
歴
史
の
古
い
、
名
所

・
旧
跡
が
あ
る
の
で
、

32 

そ
れ
に
ち
な
ん
だ
古
木
類
が
見
ら
れ
る
。
以
下
に
主
な
も
の
に
つ
い
て

記
述
し
て
お
く
。

第一篇

銀
南
木
の
子
安
イ
チ
ョ
ウ

イ
チ
ョ
ウ
は
、
中
国
が
原
産
で
日
本
に
い
つ
ご
ろ
渡
来
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
寺
院
の
境
内
、
と
く
に
観
音
堂
の
あ
る
と
と

ろ
に
老
樹
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
観
音
像
の
渡
来
と
と
も
に
僧
侶
に
よ
っ
て
も
ち
こ
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る

イ
チ
ョ
ウ
は
雌
雄
異
株
、
精
子
で
受
精
、
実
は
雌
株
だ
け
に
形
成
〈
ぎ
ん
な
ん
)
さ
れ
る
。
老
樹
に
な
る
と
気
根
が
下
垂
し
、
乳

一
房
の
形
態
に
な
る
こ
と
か
ら
、
古
来
、
子
安
の
木
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

銀
南
木
部
落
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
樹
高
が
二
六
メ
ー
ト
ル
、
目
通
り
周
囲
一
一

・
五
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
約
七
五

O
年
と
い
わ
れ
、
県

内
有
数
の
巨
木
と
し
て
、
青
森
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、
約
七
五

O
年
前
臨
済
宗
の
名
僧
、
法
身
禅
師
、
が
倉
岡
に
草
庵
を
聞
い
た
際
の
手
植
え
の
木
と
い
わ
れ
る
。

七
戸
城
跡
の
モ
ミ
と
ス
ギ
他

モ
ミ
の
自
然
分
布
は
、
岩
手

・
秋
田
県
以
南
で
あ
り
、
樹
景
が
美
し
い
の
で
神
社

・
公
園
な
ど
に
植
栽
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

五

O
年
位
経
過
す
る
と
成
長
が
早
く
な
り
、

一
O
O年
J
一
五

O
年
で
枯
死
す
る
の
が
多
い
と
い
わ
れ
、
巨
木
に
な
る
樹
種
と
し
て
は

短
命
な
方
で
あ
る
。

一
方
、
杉
の
自
然
分
布
は
本
県
の
津
軽
側
に
限
定
さ
れ
、
鯵
ケ
沢
町
付
近
が
北
限
と
さ
れ
て
い
る
。

モ
ミ
と
は

逆
に
寿
命
が
長
く
巨
木
に
な
る
の
で
、
神
社
仏
関
等
に
古
く
か
ら
植
え
ら
れ
、

日
本
建
築
の
用
材
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

1 



七
戸
城
跡
の
そ
ミ
と
ス
ギ
は
、
二
本
並
ん
で
植
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
聞
は
七
メ

ー
ト
ル
弱
で
あ
り
、
二
本
同
時
か
、
余
り
時
間

的
差
の
な
い
状
態
で
植
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

モ
ミ
は
、
樹
高
四
五

・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
目
通
り
周
囲
五

・
六
メ

l
ト

ル
、
推
定
樹
齢
四

O
O年
と
さ
れ
て
い
る
。

ス
ギ
は
、
樹
高
三
六
メ
ー
ト
ル
、
目
通
り
周
囲
が
六
メ
ー
ト
ル
、
推
定
樹
齢
が
不
詳

〈
青
森
県
環
境
保
健
部
自
然
保
護
課
『
青
森
県
の
古
木
』
昭
和
五
五
年
三
月
)
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
種
が
同
時
に
植
え
ら
れ

た
こ
と
や
、
山
屋
の
薬
師
堂
の
ス
ギ
、
或
は
、
県
内
各
地
の
モ
ミ

・
ス
ギ
を
検
討
L
て
み
れ
ば
、
樹
齢
は
六

O
O年
を
降
ら
な
い
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
そ
ミ
と
ス
ギ
は
、
青
森
県
環
境
指
標
植
物
に
な
っ
て
い
る
。

城
跡
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
ク
リ

・
ケ
ヤ
キ

・
ア
カ
マ
ツ
等
も
見

ら
れ
る
が
、
モ
ミ

・
ス
ギ
よ
り
も
樹
齢
が
若
く
、
近
世
に
な
っ
て
植
栽
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

薬
師
堂
の
ス
ギ

山
屋
の
薬
師
堂
は
、
七
戸
の
西
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
に
あ
る
。
鳥
居
左
側
の
案
内
板
後
の
ス
ギ
が
も
っ
と
も
大
き
く
目
通
り

周
囲
が
六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
御
堂
左
側
の
ス
ギ
が
、
目
通
り
周
囲
四

・
八
メ

ー
ト
ル
で
あ
っ
た
〈
昭
和
五
六
年
一
一
月
調
〉
。
こ
れ
に

次
い
で
、
約
四
メ

ー
ト
ル
を
降
ら
な
い
と
推
定
さ
れ
る
巨
木
が
、
御
堂
後
方
に
六
本
見
ら
れ
る
。

物

こ
れ
ら
の
ス
ギ
は
、
周
囲
の
長
さ
や
樹
高
が
い
く
ら
か
づ
つ
こ
と
な
る
が
、
樹
聞
か
ら
推
定
し
て
、
同
時
代
に
植
え
た
も
の
の
よ

生

う
で
あ
り
、
御
堂
左
側
の
ス
ギ
が
鳥
居
左
側
の
も
の
よ
り
小
柄
な
の
は
、
密
植
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
薬
師
堂
の
ス

第三章

ギ
は
七
戸
城
跡
の
ス
ギ
よ
り
も
古
く
、
御
堂
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
年
代
の
、

八
O
O年
位
を
経
過
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る

33 
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奥
羽
種
畜
牧
場
の
並
木
林

34 

明
治
二
九
年
に
、

奥
羽
種
馬
牧
場
開
設
以
後
防
風
雪
と
風
致
林
を
兼
ね
る
目
的
で
植
え
ら
れ
た
と
思
う
が
、
数
十
年
を
経
過
し
た

区
画
毎
に
そ
の
周
囲
を
か
こ
う
よ
う
に
各
種
の
樹
木
が
並
ん
で
い
る
。
樹
種
は
、

第一篇

今
日
、
こ
れ
ら
の
並
木
は
大
き
く
成
長
し
て
、

ア

カ
マ
・ッ
・
カ
ラ
マ
ツ

・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
主
で
、
そ
の
風
致
は
捨
て
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

個)

キ

ノ

コ

青
森
県
に
産
す
る
キ
ノ
コ
は
、
百
数
十
種
類
と
い
わ
れ
る
。
七
戸
町
は
、

八
幡
岳
の
プ
ナ
林
と
そ
の
下
部
に
ミ
ズ
ナ
ラ
林
を
有
し

て
い
る
ほ
か
に
、
雑
木
林
や
ア
カ
マ
ツ
林
な
ど
が
あ
る
の
で
、
県
内
に
見
ら
れ
る
殆
ん
ど
の
種
類
が
産
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

キ
ノ
コ
の
発
生
は
、
気
温
と
雨
量
に
関
係
深
く
、

一
般
に

と
く
に
夏
の
雨
量
に
よ
っ
て
秋
の
キ
ノ
コ
の
豊
凶
が
わ
か
る
と
い
う
。

入
、
九
月
の
降
雨
量
が
一

O
O
J
一
四

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
降
雨
日
数
が
七
日
前
後
の
と
き
は
豊
作
型
で
、
八
月
の
降
雨
量
が
五

。
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
れ
ば
、
不
作
型
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

キ
ノ
コ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
生
木
や
地
上
の
腐
植
質
に
好
み
が
あ
る
こ
と
は
、
承
知
の
こ
と
で
あ
る
。

八
幡
岳
の
中
腹
以
上
の
ブ
ナ

l
オ
オ
パ
ク
ロ
モ
ジ
林
内
の
切
株

・
風
倒
木

・
放
牧
場
周
囲
の
草
地
造
成
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
ブ

ナ
の
根
株
等
に
は
、

ク
リ
タ
ケ

・
ナ
メ
コ

・
ム
キ
タ
ケ

・
ツ
キ
ヨ
、
ダ
ケ

(
有
毒
〉

-
ナ
ラ
タ
ケ

・
プ
ナ
ハ
リ
タ
ケ

・
シ
ロ
タ
モ
ギ
タ

ヶ

・
ホ
ウ
キ
タ
ケ
な
ど
が
生
え
る
。
ま
た
、
山
麓
付
近
の
ミ
ズ
ナ
ラ

l
ク
リ

l
コ
ナ
ラ
林
に
は
、

シ
ロ
シ
メ
ジ

・
シ
ャ
カ
シ
メ
ジ

・

グ
リ
タ
ケ

・
マ
イ
タ
ケ

・
エ
ノ
キ
タ
ケ

・
ヤ
マ
ド
リ

・
ホ
ウ
キ
タ
ケ

・
ハ
イ
ト
リ
シ
メ
ジ

・
タ
マ
ゴ
ダ
ケ

・
ヒ
ラ
タ
ケ

・
ナ
ラ
タ
ケ

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
林
で
、

ホ
ン
シ
メ
ジ

・
ヌ
メ
リ
サ
サ
タ
ケ

・
ム
ラ
サ
キ
シ

ア
カ
マ
ツ
が
混
生
す
る
と
こ
ろ
に
は
、



メ
ジ

・
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
な
ど
の
シ
メ
ジ
類
、
が
出
現
す
る
。

一
方
、
里
に
下
っ
て
マ
ツ
林
に
入
る
と
、
イ
グ
チ

・
ク
ギ
タ
ケ

・
オ
オ
ギ
タ
ケ

・
カ
ワ
リ
ハ
ツ

・
ハ
ツ
タ
ケ

・
ツ
チ
カ
プ
リ

・
ド

ク
ベ
ニ
タ
ケ

・
パ
カ
マ
ツ
タ
ケ

・
ア
ン
ズ
タ
ケ
な
ど
が
あ
る
。

ス
ギ
林
に
は
種
類
が
少
な
い
と
は
言
え
、

一
カ
ワ
ハ
リ

そ
の
ほ
か
、

タ
ケ

・
ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ

〈
猛
毒
〉

ハ
ナ
イ
グ
チ

・
チ
チ
タ
ケ

-
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

・
サ
ツ
マ
モ
ド
キ
類
、
が
あ
り
、

カ
ラ
マ
ツ
林
に
は
、

-
ヌ
メ
リ
イ
グ
チ
・
ヘ
ラ
タ
ケ
な
ど
が
生
え
て
い
る
。

次
に
、
七
戸
地
方
で
普
通
食
用
に
供
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
代
表
的
な
種
類
の
方
言
等
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
先
の
プ
ナ

ー
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
林
内
に
生
え
る
キ
ノ
コ
の
う
ち
、

一
般
的
で
大
盆
に
収
穫
で
き
る
の
は
ナ
ラ
タ
ケ
で
あ
る
。

こ
の
キ
ノ
コ
ハ
保

存
用
に
も
優
れ
て
い
る
の
で
、

ナ
ラ
タ
ケ
は
庶
民
階
級
の
そ
の
他

マ
ツ
タ
ケ
や
マ
イ
タ
ケ
が
キ
ノ
コ
の
貴
族
階
級
と
す
る
な
ら
ば
、

大
勢
に
あ
た
り
、

カ
ッ
ク
イ
と
か
ハ
パ
ギ
ダ
ケ
な
ど
と
愛
称
を
つ
け
ら
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

カ
ッ
ク
イ
と
同
じ
頃
カ
ッ
ク
イ
と
並
ん
で
見
ら
れ
、
や
は
り
庶
民
派
の
多
少
ク
セ
の
あ
る
ブ
ナ

ハ
リ
タ
ケ
は
、

カ
ヌ
ガ
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
ム
キ
タ
ケ
は
ハ
ド
コ
ロ
と
言
っ
て
愛
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ム
キ
タ
ケ
は
猛
毒
の
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
と
似
て
い
る
の
で
、
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
区
別
点
は
、

ム
キ
タ
ケ
の
芯
に
黒
い
シ
ミ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ク
リ
タ
ケ
は
ク
リ
カ
ッ
ク
イ
な
ど
と
称

物

、
、
ズ
ナ
ラ
|
コ
ナ
ラ
|
ク
リ
の
二
次
林
(
雑
木
林
〉

に
多
い
。

ヒ
ラ
タ
ケ
は
ワ
ガ
オ
イ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
近
年

さ
れ
て
お
り
、

生

人
工
栽
培
に
よ
っ
て
、
市
場
に
出
ま
わ
っ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
林
中
に
は
、
キ
ノ
コ
の
王
様
と
言
わ
れ
る
マ
イ
タ

第三主主

や
は
り
、

マ
イ
タ
ケ
の
よ
う
に
大
き
い
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科
の
マ
ス
タ
ケ
が
あ
る
。

ケ
が
、

、
ズ
ナ
ラ
な
ど
に
生
え
て
い
る
ほ
か
、

方
言
と
し
て
の
愛
称
が
余
り
聞
か
れ
な
い
。

シ
メ
ジ
類
に
つ
い

35 

マ
ス
タ
ケ
・
マ
イ
タ
ケ
や
お
な
じ
み
の
ナ
メ
コ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
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て
は
、

36 

ホ
ン
シ
メ
ジ
を
ク

ロ
ハ
、
シ
ロ
シ
メ
ジ
を
シ
ロ
ハ

、

ム
ラ
サ
キ
シ
メ
ジ
や
キ
シ
メ
ジ
の
こ
と
を
ギ
ン
タ
ケ
と
称
す
る
の
が
普

通
で
あ
る
。

降
雪
期
に
入
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

ヤ
ナ
ギ

・ニ

セ
ア
カ
シ
ヤ
な
ど
に
生
え
る
エ
ノ
キ
ダ
ケ
は
、

ユ
キ
ノ

第一部

シ
タ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

(
土
用
〉
と
呼
ん
で
い
る
。

ア
カ
マ
ツ
林
内
で
は
、
八
月
に
生
え
る
カ
ワ

リ
ハ
ツ
と
い
う
キ
ノ
コ
が
あ
り
、

ド
ヨ
ウ
ハ
ツ
タ
ケ

、-
、ー

れ
ら
と
同
じ
季
節
に
見
ら
れ
る
ク
ギ
タ
ケ
は
、
ト
ジ
モ
ダ
シ
と
い
う
。

次
に
議
キ
ノ

コ
の
代
表
的
な
も
の
を
記
述
し
て
お
く
。

ツ
キ
ヨ
タ
ケ

プ
ナ
の
枯
死
木
に
生
え
、

(
ハ
ド
コ
ロ
〉
と
間
違
う
こ
と
あ
り
。

区
別
は
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
に
は
二
つ
に
割
る
と
基
部
に

ム
キ
タ
ケ

黒
い
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
位
の
斑
紋
が
あ
る
。

中
毒
例
の
も
っ
と
も
多
い
キ
ノ
コ
で
あ
る
。

ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ

ス
ギ

・
ナ
ラ

・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
枯
死
木
に
生
え
、
ク
リ
タ
ケ
と
間
違
う
こ
と
あ
り
。

区
別
は
、
ク
リ
タ
ケ
は
褐
色
が
波
く
ヌ
メ
リ

が
あ
る
。
死
亡
す
る
こ
と
あ
り
。

そ
の
他
に
、

ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ

・
テ
ン
グ
ダ
ケ

・
シ
ロ
タ
マ
ゴ
テ
ン
グ
ダ
ケ
な
ど
の
種
類
や
ホ
ウ
キ
ダ
ケ
の
仲
間
で
、
黄
褐
色
を

呈
し
て
い
る
キ
ホ
ウ
キ
ダ
ケ
な
ど
が
一
般
的
な
有
毒
キ
ノ
コ
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

マ
ツ
林
や
雑
木
林
内
に
生
え
る
ド
ク
ベ
ニ
タ

ケ

〈
赤
色
〉
と
い
う
目
立
つ
キ
ノ
コ
が
あ
り
、

一
般
に
毒
キ
ノ
コ
と
思
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
食
用
に
な
る
。



第

三

節

動

物

動
物
の
種
類
と
そ
の
生
態
的
傾
向
は
、
植
生
環
境
と
の
か
ら
み
合
い
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

七
戸
町
の
動
物
生
息
傾
向
は
複
雑
で

巨
視
的
に
い
う
な
ら
ば
、
山
地
性
の
種
か
ら
低
地
性
の
種
ま
で
混
生
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
次
に
、
晴
乳
類
・
鳥
類

・
は
虫

類

・
両
生
類

・
魚
類

・
昆
虫
類

・
そ
の
他
の
順
で
記
述
す
る
。

晴

手し

類

大
型
哨
乳
類
で
は
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

・
ホ
ン
ド
キ
ツ
ネ

・
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
が
生
息
す
る
。

こ
の
う
ち
、

一
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
は
日
本
固
有
種
で
特
別
記
念
物

・
国
際
保
護
獣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

近
年
増
殖
の
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
カ
モ
シ
カ
は
、
八
幡
岳
や
西
野
な
ど
の
山
地
に
生
息
す
る
の
が
、
時
折
山
麓
の
民
家
近
く
ま
で
出
現
す
る
と
い
う
か
ら
、
少
な

く
と
も
八
甲
田
東
部

一
帯
か
ら
八
幡
岳
に
か
け
て
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
だ
ろ
う
。

物

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
最
近
に
至
っ
て
七
戸
町
に
出
現
し
た
情
報
は
な
い
が
、
八
甲
田
山
塊
の
赤
倉
岳
等
に
生
息
す
る
の
が
十
和
田

生

湖
町
立
石
な
ど
に
出
現
し
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
を
荒
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
八
幡
岳
付
近
が
生
息
場
所
で
な
く
て

第三章

も
秋
期
な
ど
は
十
分
に
移
動
出
没
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ク
マ
は
カ
モ
シ
カ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ

ハ
ン
タ
ー

37 

て
い
る
の
で
記
載
し
た
。

タ
ヌ
キ
と
キ
ツ
ネ
は
七
戸
地
方
で
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
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八幡岳の山林内で生息する

ニホンカモシカ

の
狩
猟
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
、
造
林
地
が
多
く
な
り
、
被
食
動

38 

物
が
増
え
た
こ
と
、
休
猟
区
の
設
定
に
よ
っ
て
、
キ
ジ

・
ヤ
マ
ド

リ

・
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
が
増
殖
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
小
型
の
哨
乳
類
で
は
、

ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

・
ホ
ン
ド
イ
タ
チ

-
ホ
ン
ド
テ
ン

・
ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ

・
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ

・

ニ
ホ
ン
リ
ス

・
ホ
ン
シ
ュ
ウ
モ
モ
ン
ガ

・
ヤ
マ
ネ
な
ど
や
ホ
ン
ド

ア
カ
ネ
ズ
ミ

・
ホ
ン
ド
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ

・
ホ
ン
ド
ハ
タ
ネ
ズ
ミ

・
ト

ウ
ホ
ク
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
、
人
家
付
近
で
見
る
ニ
ホ
ン
ク
マ
ネ
ズ
ミ

・

一
ホ
ン
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

・
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、

モ
グ
ラ
に
近
い
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科
の
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ

・
ホ
ン
シ
ュ
ウ
カ
ワ
ネ

ズ
ミ

・
ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
生
息
す
る
。

ま
た
、
モ
グ
ラ
類
で
は
、
ア
ズ
マ
モ
グ
ラ
の
基
亜
種
と
い
わ
れ
る
コ
モ
グ
ラ

・

ホ
ン
シ
ュ
ウ
ヒ
ミ
ズ
が
お
り
、

コ
ウ
モ
リ
類
の
確
か
な
報
告
は
な
い
が
、
上
北
鉱
山
の
松
林
で
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ

県
内
の
森
林
地
帯
に
広
く
分
布
す
る
と
い
わ
れ
て
い

や
、
十
和
田
市
で
記
録
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ
の
ほ
か
に
、

る
ニ
ホ
ン
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
生
息
が
推
定
さ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
中
で
、

ト
ウ
ホ
ク
ノ
ウ
サ
ギ
は
、
七
戸
地
方

ア
ナ
グ

マ
は
減
少
傾
向
に
、
イ
タ
チ
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

に
生
息
す
る
山
ウ
サ
ギ
の
こ
と
で
、
白
化
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
が
あ
っ
て
、
別
種
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
同
種
で
あ
る
。

こ
の
ウ
サ
ギ
は
、
八
幡
岳
山
頂
か
ら
市
街
地
付
近
の
山
林
ま
で
広
範
に
わ
た
っ
て
生
息
す
る
。

八
幡
岳
の
プ
ナ
林
中

ム
サ
サ
ビ
は
、



に
生
息
し
、
時
々
滑
空
す
る
の
を
見
か
け
る
が
、
伐
採
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
減
少
の
傾
向
に
あ
る
動
物
で
あ
る
。

ニ
ホ
ン
リ
ス
は
、
本
来
森
林
性
の
動
物
で
あ
る
が
、
順
応
性
が
強
く
、

マ
ツ
植
林
地
や
市
街
地
の
屋
敷
林
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の
地
方
で
は
、

一
ホ
ン
リ
ス
の
こ
と
を
キ
ネ
ズ
ミ
と
呼
ん
で
い
る
。

ヤ
マ
ネ
や
モ
モ
ン
ガ
は
、

八
幡
岳
に
生
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
動
物
は
全
県
的
に
激
減
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
生
息

数
は
極
め
て
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
は
、
山
岳
地
帯
の
森
林
性
の
も
の
、
人
里
付
近
で
田
畑
に
多
く
生
息
す
る
も
の
、
家
屋
な
ど
に
侵
入
す
る
も
の
な

ど
生
態
的
行
動
範
囲
、
が
極
め
て
広
い
。

ホ
ン
ド
ア
カ
ネ
ズ
ミ
は
、
森
林
性
の
ネ
ズ
ミ
で
低
山
の
森
林
で
は
最
優
占
種
に
な
る
の
で
、

八
幡
岳
か
ら
山
麓
一
帯
に
か
け
て
広
く
生
息
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ホ
ン
ド
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
は
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
よ
り
高
い
山
地
(
亜

高
山
帯
か
高
山
帯
リ
八
甲
田
山
)

に
生
息
域
を
も
つ
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
低
所
に
も
見
ら
れ
る
。

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
は
、
種
子
類
を

食
用
と
す
る
の
で
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
よ
う
に
樹
木
に
は
被
害
を
加
え
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ハ
タ
ネ
ズ
ミ
は
、
体
、
が
小

柄
で
ズ
ン
グ
リ
し
て
お
り
、
草
原

・
畑
等
に
巣
を
つ
く
る
。

ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
、
下
水
な
ど
に
巣
を
つ
く
り
、
こ
の
二
種
は
、
人
家
に

も
入
り
、
天
上
裏
な
ど
で
ナ
ワ
張
り
争
い
の
た
た
か
い
が
見
ら
れ
る
。

ハ
タ
ネ
ズ
ミ
は
、
草
原
や
畑
の
低
所
に
お
け
る
最
優
占
種
で

物

あ
る
。

生第三章

二

鳥

類

イ
ヌ
ワ
シ

・
ク
マ
タ
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八
幡
岳
の
ブ
ナ
林
や
ミ
ズ
ナ
ラ
林
及
び
山
頂
付
近
に
生
息
し
て
い
る
鳥
類
は
、

ワ
シ

・
タ
カ
の
仲
間
で
は
、



ヵ

・
ハ
イ
タ
カ

・
ツ
ミ

・
ノ

ス
リ

・
ハ
ヤ
ブ
サ

自然環境

〈
ハ
ヤ
ブ
サ
科
〉

-
チ
ュ
ウ
ヒ

・
ケ
ア
シ
ノ
ス
リ

・
ト
ピ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

イ
ヌ
ワ

40 

シ
は
、
八
甲
田
山
で
も
営
巣
地
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

タ

八
幡
岳
の
頂
上
付
近
に
も
飛
来
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ク
マ
タ
カ
は
、

カ
類
で
は
最
大
、
古
来
鷹
狩
り
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

第一篇

八
幡
岳
の
ど
こ
か
で
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。

ま
た
、

イ

タ
カ
は
、

ハ
ト
位
の
大
き
さ
で
ク
マ
タ
カ
と
並
ん
で
小
動
物
の
鷹
狩
り
に
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
冬
期
に
は
人
家
近
く
に
も
降
り

て
く
る
。

ノ
ス
リ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
は
山
麓
か
ら
人
家
近
く
に
生
息
し
て
、
主
に
ネ
ズ
ミ
類
を
捕
食
し
て
い
る
。

ト

ノ
ス
リ
は
留
鳥
で
、

ピ
な
ど
と
市
街
地
上
空
を
飛
ん
で
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。

ノ
ス
リ
は
も
っ
と
も
一
般
的
な
タ
カ
で
、
上
北
地
方
で
は
ウ
マ
ノ
ク
ソ
タ
カ
と
も
呼
ん
で
い
る
。

ケ
ア
シ
ノ
ス
リ
は
三
沢
市
な
ど

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
山
岳
地
を
も
っ
当
地
で
は
生
息
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
鳥
は
北
方
系
で
、
冬
期
に
本

州
北
部
に
限
っ
て
飛
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

f" 

~ 

山
麓
地
帯
に
か
け
て
、

(
ヨ
タ
カ
科
〉
が
地
上
に
営
巣
し
て
い
る

ヨ
タ
カ

の
を
見
か
け
る
。
夜
間
に
な
る
と
、
キ
ョ
ッ
キ
ョ
ッ
キ
ョ
と
鳴
く
の
で
知
ら
れ
て
い
る
鳥
で
あ
る
。

星の林地に生息するノスリ

フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
で
は
、

フ
ク
ロ
ウ

・コ

ミ
ミ
ズ
ク

・
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク

・
ト
ラ
フ
ズ
ク

・
コ
ノ

ハ
ズ
ク
が
生
息
す
る
。
こ
れ
ら
の
種
類
は
、
ク
マ
タ
カ
の
よ
う
に
山
岳
に
生
息
域
が
限
定
さ
れ
ず
、

人
里
に
降
り
る
こ
と
が
多
い
。
冬
期
に
そ
の
傾
向
が
強
く
、
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
な
ど
は
厳
寒
期
に
な

コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
、
プ
ッ
バ
ン
プ

ッ
パ
ン
と
鳴
く
鳥
で
、

る
と
人
家
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

田

代
平
で
鳴
き
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
八
幡
岳
に
も
生
息
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
記
録
し

て
お
い
た
。



ハ
ト
の
仲
間
で
は
、
キ
ジ
バ
ト

・
ア
オ
バ
ト
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
仲
間
に
は
、

カ
ッ
コ
ウ

・
ホ
ト
ト
ギ
ス

・
ツ
ツ
ド
リ
な
ど
が
生
息

し
て
い
る
。

深
山
よ
り
も
植
林
地
や
畑
の
付
近
に
多
い
留
鳥
で
、
畑
作
物
に
被
害
を
あ
た
え
る
こ

キ
ジ
バ
ト
は
ヤ
マ
バ
ト
と
い
い
、

と
が
あ
る
。

ア
オ
バ
ト
は
、
プ
ナ

・
ナ
ラ
広
葉
林
内
に
生
息
す
る
夏
烏
で
、

ワ

l
オ

夜
に
な
る
と
連
続
的
に
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、

ワ
l
オ
と
淋
し
げ
に
鳴
く
。

こ
の
鳥
を
マ
オ
l
鳥
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
鳴
き
声
の
異
様
な
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
ッ
コ
ウ
は
低
地
で
も
普
通
だ
が
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
山
地
で
な
い
と
余
り
鳴
き
声
が
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

カ
ッ

ツ
ツ
ド
リ
は
、

コ
ウ
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
比
較
し
て
鳴
き
声
が
低
く
、
個
体
数
も
少
な
い
の
で
目
立
た
な
い
。

キ
ジ
類
で
は
、
キ
ジ

・
ヤ
マ
ド
リ

・
ウ

ズ
ラ
が
あ
り
、

ヤ
マ
ド
リ
は
山
地
に
多
い
の
で
生
息
域
を
異
に
す
る
。

ウ
ズ
ラ

キ
ジ
は
低
地
の
植
林
地
や
畑
地
に
生
息
域
を
も
ち
、

は
夏
鳥
で
、
草
原
に
多
い
が
最
近
は
牧
草
地
に
繁
殖
す
る
傾
向
が
あ
り
、

八
幡
岳
中
腹
の
牧
草
や
低
地
の
牧
草
地
で
ウ
ズ
ラ
独
得
の

鳴
き
声
が
聞
か
れ
る
。

カ
ラ
ス
の
仲
間
に
カ
ケ
ス
、
キ
ツ
ツ
キ
の
類
に
は
ア
カ
ゲ
ラ

・
ア
オ
ゲ
ラ
、

ツ
バ
メ
の
仲
間
で
は
、
イ
ワ
ツ
バ
メ

・
ハ
リ
オ
ア
マ

ツ
バ
メ

・
ア
マ
ツ
バ
メ
が
八
幡
岳
を
含
む
東
部
八
甲
回
全
域
を
群
朔
す
る
の
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

本
来
は
山
岳
地
に
い
る
イ
ワ
ツ

物

パ
メ
や
ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
パ
メ
も
低
地
の
人
家
に
営
巣
す
る
傾
向
が
目
立
っ
て
い
る
。

生

ヤ
マ
セ
ミ

・
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

・
カ
ワ
セ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
。

倉
岡
川

・
作
田
川
・
和
田
川
な
ど
の
上
流
の
渓
流
な
ど
に
は
、

第三章

ヤ
マ
セ
ミ
は
森
林
性
の
大
型
カ
ワ
セ
ミ
で
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
貴
重
種
で
あ
る
。

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
赤
褐
色
を
し
た
美
し
い

烏
で
、
や
は
り
そ
の
数
は
少
な
い
。

カ
ワ
セ
ミ
は
七
戸
町
の
人
家
に
近
い
溜
池
や
河
川
で
も
生
息
し
て
い
る
。

41 
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以
上
の
ほ
か
、
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ミ
ソ
サ
ザ
イ

・
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ

・
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

・
キ
セ
キ
レ
イ

・
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

・
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク

・
キ

レ
ン
ジ
ャ
ク

・
モ
ズ

・
ア
カ
モ
ズ

・
ノ
ピ
タ
キ

・
ト
ラ
ツ
グ
ミ

・
ク
ロ
ツ
グ
ミ

・
ア
カ
ハ
ラ

・
ツ
グ
ミ

・
コ
ガ
ラ

・
ヒ
ガ
ラ

・
イ
カ

ハ
シ
プ
ト
ガ
ラ
ス
と
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
種
は
、
山
地

第一篇

ル

・
ウ
ソ

・
イ
ス
カ
な
ど
や
カ
ラ
ス
の
二
種
、

に
生
息
す
る
と
と
も
に
、
草
地
や
畑
に
も
出
現
す
る
の
で
人
の
自
に
つ
く
種
類
が
多
い
。

一
方
、
七
戸
の
市
街
地
付
近
で
見
ら
れ
る
種
は
、

キ
セ
キ
レ
イ

・
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
(
以
上
チ
ン
チ
ン
と
称
す
〉

-
ヒ
ヨ
ド
リ

・
ハ

シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

・
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

・
ト
ビ

・
キ
ジ

・
ム
ク
ド
リ

・
コ
ム
ク
ド
リ

・
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

・
メ
ジ
ロ

・
ホ
ウ
ジ
ロ

・
ア
オ

ジ

・
マ
ヒ
ワ

・
ハ
ギ
マ
シ

コ
・
カ
ケ
ス

・
キ
ジ
バ
ト

・
ス
ズ
メ

・
ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ

(
秋
期
〉

-
モ
ズ

・
ア
マ
ツ
バ
メ

・
イ
ワ
ツ

パ
メ

・
カ
ッ
コ
ウ
な
ど
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
草
地
や
湿
原
の
ヨ
シ
原
等
で
は
、

コ
ヨ
シ
キ
リ

・
ホ
ホ
ア
ヵ

・
コ
ジ
ュ
リ
ン
の
ほ
か
、
田
植
え
の
頃
、
天
空

ヨ
シ
キ
リ

・

か
ら
急
降
下
音
を
た
て
な
が
ら
飛
掬
す
る
オ
オ
ジ
シ
ギ
、

飛
ぶ
姿
が
ジ
グ
ザ
グ
な
タ
シ
ギ
や
、
溜
池
や
和
田
川
な
ど
の
水
辺
に
は
夏

は
カ
ル
ガ
モ
、

ハ
夏
烏
〉

-
カ
イ

(
夏
鳥
)

冬
は
マ
ガ
モ

・
カ
ル
ガ
モ

・
コ
ガ
モ

・
オ
シ
ド
リ
な
ど
の
カ
モ
類
と
、

ク
イ
ナ

-
パ
ン

ツ
ブ
リ

〈
夏
烏
〉

、
時
々
ア
オ
サ
ギ

・
コ
サ
ギ

・
ケ
リ
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

七
戸
町
の
鳥
類
の
傾
向
を
一

言
で
い
う
と
、
山
地
性
の

鳥
類
は
豊
か
で
あ
る
が
、

ガ
ン

・
カ
モ
類
な
ど
の
水
鳥
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。

湖
沼
が
な
い
の
で
、

は
虫
類

・
両
生
類

は
虫
類
に
は
、

へ
ピ
の
種
類
が
関
わ
れ
る
が
資
料
が
な
い
の
で
、

上
北
地
方
で
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
記
述
す
る
に
と



ど
め
て
お
く
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ

・
シ
マ
ヘ
ビ

・
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ

・
ジ
ム
グ
リ
、

マ
ム
シ
科
で
は
マ
ム
シ
が
生
息
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
主
に
ネ
ズ
ミ
や
カ
エ
ル
を
捕
食
す
る
ヤ
マ
カ
ガ
シ
は
、
緑
褐
色
か
暗
褐
色
の
地
に
黒
い
斑
紋
が
あ
る
。
こ
の
地
方
で
、
カ
ラ
ス

へ
ピ
と
称
さ
れ
て
い
る
へ
ピ
も
あ
る
が
、

ヤ
マ
カ
ガ
シ
の
黒
化
型
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

シ
マ
ヘ
ビ
は
、
茶
褐
色
で
背
中
に
黒
く
て
太
い
縞
模
様
が
あ
る
。

マ
ム
シ
に
似
て
小
柄
で
あ
り
、
人
に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

る
が
無
毒
で
あ
り
危
険
性
は
な
い
。

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
は
大
型
で
色
は
緑
赤
褐
色
で
人
に
合
う
と
逃
げ
出
す
。

マ
ム
シ
は
胎
性
で
、

先
の
へ
ピ
科
と
は
異
な
り
危
険
で
あ
る
が
、
七
戸
町
で
は
、
下
北
の
尻
屋
付
近
の
桑
畑
山
や
入
甲
田
山
の
石
倉
岳
の
よ
う
な
集
団
生

息
地
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
は
虫
類
に
は
、
ト
カ
ゲ
科
の
ト
カ
ゲ
、
カ
ナ
ヘ
ビ
科
の
カ
ナ
ヘ
ビ
が
い
る
。

ト
カ
ゲ
は
夏
に
日
当
り
の
よ
い
山
の
斜
面

な
ど
に
お
り
、
カ
ナ
ヘ
ビ
は
ト
カ
ゲ
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ト
カ
ゲ
は

カ
ナ
ヘ
ビ
は
頭
の
ウ
ロ
コ
が
左
右
対
象
で
大
き
く
、

小
さ
い
の
で
区
別
が
で
き
る
。

ト
カ
ゲ
は
、
敵
に
襲
わ
れ
る
と
尾
を
切
っ
て
逃
げ
る
。

こ
れ
を
自
切
と
言
う
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と

再
生
す
る
。
ま
た
、
動
作
が
機
敏
で
、

昆
虫
等
の
捕
食
が
た
く
み
で
あ
る
。

両
生
類
は
、
陸
上
と
水
中
の
両
方
の
生
活
史
を
も
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

イ
モ
リ
や
カ
エ
ル

・
サ
ン

物

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
こ
の
仲
間
で
あ
る
。
両
生
類
に
つ
い
て
も
、
七
戸
町
か
ら
の
報
告
等
が
少
な
く
、
山
屋
向
か
い
の
姥
子
石
神
社
付
近

生

か
ら
の
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
記
録
位
の
も
の
で
あ
り
、
更
に
く
わ
し
く
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

第三章

以
下
に
、

八
甲
田
東
部
の
山
地
と
上
北
地
方
で
普
通
に
見
ら
れ
る
種
を
列
記
し
て
お
く
。

-
ツ
チ
ガ
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(
ア
カ
ガ
エ
ル
科
〉

〈
ヒ
キ
ガ
エ
ル
科
〉

-
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル

(
ア
カ
ガ
エ
ル
科
〉

ヒ
キ
ガ
エ
ル

-
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

ル
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ニ乙

ノレ

(
ア
カ
ガ
エ
ル
科
)

-
ア
マ
ガ
エ
ル

ル
科
〉
。

こ
の
中
で
、

〈
ア
マ
ガ
エ
ル
科
〉

(
ア
カ
ガ
エ

-
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル

(
ア
オ
ガ
エ
ル
科
〉

-
ウ
シ
ガ
エ
ル
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ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
ガ
マ
と
称
さ
れ
る
も
の
で
一
般
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
我
々
に
な
じ
み
深
い
し
、
庭
先
に
出
て
く
る

第一篇

こ
と
も
あ
る
。

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
山
地
性
の
カ
エ
ル
で
、
こ
の
付
近
の
山
林
で
は
普
通
に
見
ら
れ
る
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル

・
ツ
チ
ガ
エ
ル
は
、

が
う
ま
い
カ
エ
ル
で
あ
る
。

水
田
や
小
川
の
中
で
初
夏
の
夜
に
鳴
き
わ
め
き
、
水
か
き
の
つ
い
た
足
が
発
達
し
、
泳
ぎ

ア
マ
ガ
エ
ル
は
緑
色
で
手
足
に
吸
盤
が
あ
り
、
樹
上
で
生
活
し
て
い
る
小
柄
な
種
類
で
、
雨
が
近
づ
く

ウシガエルのオタマジャクシ

と
鳴
き
出
し
て
雨
を
知
ら
せ
る。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
は
清
流
に
生
息
す
る
が
、
そ
の
生
息
場
所
は
県
内
で
も
限
ら
れ
て

い
る。

こ
の

カ
エ
ル
は
七
戸
川
に
生
息
し
て
お
り
、
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
な
ら
ん
で
分
布
上
貴
重
で

あ
る
。

ウ
シ
ガ
エ
ル
は
、
カ
エ
ル
中
最
大
で
帰
化
動
物
の
一
種
で
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
方
々
の
養
殖

池
で
繁
殖
し
て
い
る
。
仔
牛
の
よ
う
な
鳴
き
声
な
の
で
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
と
よ
ん
で
い
る
食
用
ガ
エ

最大のカエル、

ル
で
あ
る
。

シ
ュ
レ
l
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
生
息
す
る
も
の

こ
の
ほ
か
に
、

と
思
わ
れ
る
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
樹
や
池
の
端
の
草
む
ら
に
、
シ
ュ
レ

l
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル
は

稲
わ
ら
の
下
な
ど
に
、
同
様
な
白
い
ア
ワ
状
の
卵
を
生
む
。
両
種
は
近
縁
の
種
類
で
、
三
沢

・
十

和
田
市
や
野
辺
地
町
・

八
甲
田
山
中
な
ど
に
も
生
息
し
て
い
る
の
で
、
七
戸
町
の
生
息
は
確
実
で



あ
ろ
う
。

有
尾
類
で
は
、
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
山
屋
向
か
い
の
姥
子
石
神
社
付
近
に
生
息
し
、

ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
生
息
の
可
能
性
が
強
い
。

イ
モ
リ
は
ア
カ
ハ
ラ
と
称
し
て
い
る
が
、
溜
池
や
小
川
な
ど
に
普
通
に
見
ら
れ
る
。

四

円
口
類

・
魚
類

・
甲
か
く
類
等

円
口
一類
や
魚
類

・
甲
か
く
類
は
、
和
田
川

・
作
田
川

・
倉
岡
川

・
七
戸
川
な
ど
や
沖
積
低
地
帯
に
分
布
す
る
大
小
の
溜
池
に
生
息

す
る
。

一
生
淡
水
で
過
ご
す
も
の
と
、
生
活
史
の
あ
る
時
期
を

こ
れ
ら
の
水
生
動
物
は
、
淡
水
に
普
通
に
見
ら
れ
る
種
で
あ
る
が
、

海
で
過
ご
す
降
海
型
と
に
区
別
さ
れ
る
。

円
口
類
に
は
、
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
と
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
が
あ
る
。

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
は
水
の
澄
ん
だ
小
河
川
の
砂
泥
に
す
み
、
食
性
は
植
物
食
で

海
に
降
る
こ
と
は
な
い
小
型
の
ヤ
ツ
メ
で
あ
る
。

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
は
、
海
と
川
を
往
復
す
る
回
遊
魚
で
、
体
型
は
ウ
ナ
ギ
の
よ
う
に
大

き
い
。
動
物
食
で
、
他
の
魚
に
吸
盤
で
吸
い
っ
き
、
歯
で
カ
ミ
殺
し
て
か
ら
液
状
に
し
て
吸
収
す
る
。

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
は
、
七
戸
川
や

そ
の
上
流
や
和
田
川
な
ど
に
生
息
す
る
。
食
用
に
す
る
の
は
主
に
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
方
で
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン

A
を
含
ん
で
い
る
の
で
目

物

に
ょ
い
と
い
わ
れ
る
。

生

魚
類
で
は
、

そ
の
数
は
少
な
い
。

ウ
ナ
ギ
が
七
戸
川
等
に
太
平
洋
か
ら
小
川
原
湖
を
経
て
そ
上
す
る
が
、

第三章

ド
ジ
ョ
ウ
一
種
と
思
わ
れ
る
が
、

ド
ジ
ョ
ウ
類
で
は
、

隣
接
の
十
和
田
市
に
は
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
が
生
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
調
査
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ド
ジ
ョ
ウ
は
憾
で
呼
吸
す
る
ほ
か
腸
で
も
呼
吸
す
る
。

45 
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サ
ケ
科
の
魚
類
に
は
、

46 

サ
ケ
は
、
相
坂
川
の
よ
う
に
大
企
に
見
ら
れ
な
い
が
、
時
折

サ
ケ
や
マ
ス
と
ヤ
マ
メ

・
イ
ワ
ナ
が
あ
る
。

小
川
原
湖
を
経
て
七
戸
川
に
そ
上
す
る
と
い
う
。

マ
ス
と
ヤ
マ
メ
は
同
一
種
類
で
、
ヤ
マ
メ
の
維
は
河
川
の
上
流
で
一
生
を
過
ご

第一筋

し
、
雌
は
生
後
一
年
位
経
過
す
る
と
海
へ
降
り
、

サ
ク
ラ
マ
ス

〈
ホ
ン
マ
ス
〉

は
産
卵
す
る
と
死
ん

サ
ク
ラ
マ
ス
に
な
る
と
い
う
。

で
し
ま
う
が
、
ヤ
マ
メ
は
数
年
生
き
る
。

和
田
川

・
作
田
川

・
倉
岡
川
の
上
流
に
は
ヤ
マ
メ
が
生
息
す
る
が
、
水
混
が
真
夏
で
も
二

O
度
以
下
の
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
る
。

ヤ
マ
メ
の
上
流
に
生
息
す
る
の
が
イ
ワ
ナ
で
、
水
温
が
一
五
度
以
下
の
水
域
に
生
息
す
る
。

生
こ
の
水
域
で
過
ご
し
、
海
に
降
る
こ
と
は
な
い
。

サ
ケ
科
の
魚
類
で
、

本
県
の
イ
ワ
ナ
は
、

エ
ゾ
イ
ワ
ナ
の
方
が
多
い
と
い
う
。

大
正

・
昭
和
初
期
ま
で
は
、

〈
大
型
魚
〉
も
七
戸
川
で
見
ら
れ
た
と
い
う
。

イ
ト
ウ

こ
の
ほ
か
に
、
キ
ュ
ウ
リ

ョ
ウ
科
の
ア
ユ
も
お
り
、

ウ
グ
イ

・
マ
ル
タ
ウ
グ
イ

・
エ
ゾ
ウ
グ
イ
が

コ
イ
の
仲
間
の
ウ
グ
イ
に
は
、

あ
る
。

こ
の
三
種
に
は
降
海
型
と
淡
水
型
が
あ
っ
て
、
-マ

ウ
グ
イ
は
一
般
に
ハ
ヤ
と
い
わ
れ
、
三
種
が
七
戸
川
な
ど
に
生
息
す
る
。

ル
タ
ウ
グ
イ

・
ウ
グ
イ

・
エ
ゾ
ウ
グ
イ
の
順
に
降
海
型
の
性
質
が
強
い
と
言
う。

こ
れ
ら
と
別
種
か
ど
う
か
で
問
題
と
な
る
シ
ラ
ハ

エ
と
い
う
魚
が
、
七
戸
川
に
生
息
す
る
。

こ
の
魚
は
、
北
海
道
型
の
エ

ゾ
ウ
グ
イ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
イ

科
に
は
コ
イ

・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

・
マ
プ
ナ

(
ギ
ン
ブ
ナ
〉

-
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
な
ど
が
あ
る
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
は
一
般
に
、

ヘ
ラ
ブ
ナ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
小
川
原
湖
な
ど
で
放
流
し
た
も
の
が
増
殖
し
た
も
の
で
あ
る
。

-マ

プ
ナ
は
、
こ
の
地
方
の
在
来
種
で
食
性
も
違
う
。

ヘ
ラ
ブ
ナ
は
動
物
食
で
、
ギ
ン
ブ
ナ
は
雑
食
性
で
あ
る
。
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
は
、
単
に

タ
ナ
ゴ
と
称
し
て
い
る
種
類
で
池
沼
に
普
通
に
生
息
し
て
い
る
が
、

こ
の
タ
ナ
ゴ
に
は
変

っ
た
習
性
が
見
ら
れ
る
。

カ
ラ
ス
ガ
イ
の

中
に
産
卵
し
、

稚
魚
が
あ
る
程
度
成
長
す
る
と
、
今
度
は
カ
ラ
ス
ガ
イ
の
卵
が
、
タ
ナ
ゴ
の
仔

カ
ラ
ス
ガ
イ
の
中
で
稚
魚
が
育
ち
、



に
つ
い
て
移
動
し
て
分
布
を
広
げ
る
相
互
扶
助
の
習
性
が
あ
る
。

ト
ゲ
ウ
オ
の
仲
間
に
は
、

ト
ミ
ヨ
は
淡
水
型
で
あ

ト
ミ
ヨ

・
イ
ト
ヨ
が
あ
り
、

イ
ト
ヨ
は
降
海
型
も
淡
水
型
も
あ
る
と
い
う
。

る
。
ど
ち
ら
も
営
巣
し
て
子
を
育
て
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
ナ
マ
ズ

・
メ
ダ
カ
や
ハ
ゼ
科
の
仲
間
で
は
、

ゴ
リ
と
一吉
わ
れ
る
カ
ワ
ヨ
シ

ノ
ボ
リ
や
ハ
ゼ
、

カ
ジ
カ
科
で
は
カ
ジ
カ
が
生
息
し
て
い
る
。

魚
類
の
ほ
か
に
、
甲
か
く
類
で
は
、
池
や
川
に
ヌ
マ
エ
ピ
や
ヌ
カ
エ
ピ
が
水
草
の
聞
な
ど
に
い
る
。

ま
た
カ
ニ
の
類
で
は
、
支
流

の
小
河
川
も
含
め
て
、

ハ
サ
ミ
に
毛
が
生
え
て
い
る
降
海
型
の
そ
ク
ズ
ガ
ニ
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
カ
ニ
は
、
川
の
ふ
ち
に
穴
を

掘
っ
て
す
み
繁
殖
期
に
は
海
に
降
っ
て
産
卵
す
る
。

ま
た
、
山
す
そ
の
清
水
の
湧
き
で
る
と
こ
ろ
に
は
、

こ
の
カ
ニ
を
七
戸
地
方
で
ヨ
コ
ガ
ニ
と
呼
ん
で
い

サ
ワ
ガ
ニ
が
生
息
し
、

る
。
ま
た
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
こ
と
を
サ
ル
ガ
ニ
と
も
い
う
。

こ
の
両
種
と
も
、
生
息
場
所
が
局
限
さ
れ
て
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
。
と
く

に
、
ザ
リ
ガ
ニ
は
近
縁
の
帰
化
動
物
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
攻
勢
が
す
さ
ま
じ
く
、
在
来
の
ザ
リ
ガ
ニ
の
分
布
域
が
ア
メ
リ
カ
ザ
リ

ガ
ニ
に
置
き
変
り
つ
つ
あ
り
、
ザ
リ
ガ
ニ
の
保
護
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
上
北
町
方
面
か
ら
七
戸

町
に
分
布
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

物

軟
体
動
物
は
、
水
陸
両
方
に
す
み
、

水
中
で
は
腹
足
類
の
カ
ワ
ニ
ナ
や
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
と
マ
ル
タ
ニ
シ

・
オ
オ
タ
ニ
シ
が
あ
る
。

生

二
枚
貝
類
で
は
、

ヌ
マ
ガ
イ
や
カ
ラ
ス
ガ
イ
な
ど
が
、

溜
池
や
河
川
に
生
息
し
て
い
る
。

第三章

と
も
に
腹
足
類
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ
で
は
、
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
や
ミ
ス
ジ
マ
イ

陸
上
に
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
と
ナ
メ
ク
ジ
が
あ
り
、

マ
イ
マ
イ
類
は
雌
雄
同
体
の
動
物
で
、
冬
は
土
中
に
冬

47 

マ
イ

・
ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ

・
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
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眠
し
て
い
る
。

48 

ナ
メ
ク
ジ
類
に
は
、

コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク
ジ
が
お
り
、
人
家
や
庭
な
ど
に
多
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
ノ
ハ
ラ
ナ
メ
ク
ジ
や
山
に
近
い
方
に

第一筋

見
ら
れ
る
ノ
コ
ウ
ラ
ナ
メ
ク
ジ
な
ど
が
生
息
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八
幡
岳
の
山
岳
地
帯
に
は
、
別
種
の
何
種
か
が
生
息
す
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
が
確
実
な
資
料
が
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
、

ヒ
ル
の
仲
間
で
は
、

あ
り
、
こ
の
中
で
も
チ
ス
イ
ピ
ル
は
、

ヌ
マ
ピ
ル
や
シ
マ
イ
シ
ピ
ル

・
チ
ス
イ
ピ
ル
な
ど
が

そ
の
吸
血
性
に
よ
り
、
古
く
か
ら
医
療
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

五

昆

虫

類

昆
虫
の
種
類
は
、
動
物
全
体
の
七
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

進
化
史
上
で
も
っ
と
も
分
化
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
七
戸

町
の
昆
虫
相
は
、
県
内
他
地
域
と
比
較
し
て
余
り
差
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
県
南
・
下
北
地
域
の
中
間
帯
と
し
て
、
分
布
上

中
間
点
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
と
、

八
幡
岳
の
よ
う
な
山
岳
地
帯
を
か
か
え
て
い
る
の
で
、
種
類
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
、
調
査
資
料
不
足
で
不
確
か
な
部
分
が
多
い
の
で
、
人
目
に
つ
き
ゃ
す
い
一
般
的
な
も
の
を
-
記
述
し
て
お
く
。

蝶

蝶
は
、
卵

・
幼
虫

・
桶

・
成
虫
と
完
全
変
態
を
す
る
。

幼
虫
に
は
食
草
が
あ
り
、
成
虫
(
蝶
〉
は
そ
の
植
物
に
産
卵
す
る
。

ア
ゲ
ハ
の
仲
間
は
、
形
も
大
型
で
色
彩
も
美
し
く
、

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

・
キ
ア
ゲ
ハ

・
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

・
ミ
ヤ

マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
な

ど
が
あ
る
。

ア
ゲ
ハ
と
キ
ア
ゲ
ハ
は
、
町
内
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
種
類
で
あ
り
、

ア
ゲ
ハ
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
が
食
草
で
あ
る
。

キ
ア

ゲ
ハ
は
、

セ
リ
科
の
セ
リ

・
ボ
ウ
フ
ウ
な
ど
が
食
草
で
、

何
れ
も
香
り
の
強
い
植
物
が
食
草
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ



ハ
・
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
は
山
地
に
多
く
、

キ
ハ
ダ
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
食
草
と
す
る
。

ア
ゲ
ハ
類
よ
り
一
般
的
な
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
に
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
る
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
あ
り
、
こ
の
幼
虫
を
ア
オ

ム
シ
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
白
っ
ぽ
い
が
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
よ
り
黒
く
、

ス
ジ
が
太
い
ス
ジ
グ
ロ
チ
ョ
ウ
、
羽
の
先
が
澄
々
色
を
し
た
ツ
マ
キ

チ
ョ
ウ
や
黄
色
の
そ
ン
キ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
、
畑
地
な
ど
で
普
通
に
見
ら
れ
る
。

タ
テ
ハ
類
で
は
、

-
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

・
ウ
ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ

ウ
ス
パ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

・
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ

・
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ

ン
・
イ
チ
モ
ン
ジ
チ
ョ
ウ

・
コ
ミ
ス
ジ

・
キ
タ
テ
ハ

・
ク
ジ
ャ
ダ
チ
ョ
ウ

・
ア
カ
タ
テ
ハ

・
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ
な
ど
が
い
る
。

こ
の

仲
間
は
中
型
の
蝶
で
、
山
聞
に
い
る
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ
や
、

八
甲
田
山

・
八
幡
岳
の
山
頂
か
ら
平
地
に
ま
で
広
く
分
布
す
る
ク
ジ
ャ
ク

チ
ョ
ウ
な
ど
や
、
白
色
地
の
稀
産
種
、

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類
は
ス
ミ
レ
が
食
草
と
し
て

ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
山
間
部
に
多
い
。

知
ら
れ
て
お
り
、
稜
々
色
の
も
の
が
多
く
、

シ
パ
原

・
ス
ス
キ
草
原
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
。

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
類
に
は
、

オ
オ
チ
ャ
パ
ネ
セ
セ
リ

・
ダ
イ
メ
ョ
ウ
セ
セ
リ

・
イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

・
キ
マ
ダ
ラ
セ
セ
リ

・
ギ
ン
イ

チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

・
コ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
な
ど
が
い
る
。

こ
れ
ら
の
蝶
は
、
山
地
よ
り
も
畑
地
か
ら
雑
木
林
へ
移
る
道
端
な
ど
に
生

物

息
す
る
も
の
が
多
い
。
余
り
移
動
力
が
な
く
、
幼
虫
類
は
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
・
ヤ
マ
ノ
イ

モ
・

サ
サ
類
な
ど
を
食
草
と
し
て
い
る
蛾

生

の
仲
間
に
近
い
蝶
で
あ
る
。

第三章

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
で
、

黒
褐
色
の
地
に
目
玉
模
様
の
あ
る
の
は
、

ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ

・
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ

・
ク
ロ
ヒ

こ
の
蝶
類
は
、
ス
ス
キ

・
サ
サ

・
メ
ヒ
シ
パ
な
ど
を
食
草
に
し
て
い
る
の
で
、
成
虫
も
サ

49 

カ
ゲ

・
オ
オ
ヒ
カ
ゲ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
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サ
ヤ
ブ
等
で
見
る
こ
と
が
多
い
。
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以
上
の
ほ
か
に
、
八
甲
田
山
東
部
の
田
代
地
区
で
見
ら
れ
る
種
に
、

ム
モ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ

・
ウ
ス
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ

・
ム
モ
ン

第一筋

ジ
ア
カ
シ
ジ
ミ

・
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
・
エ
ゾ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

・
キ
ベ
リ
タ
テ
ハ

・
ウ
ス
パ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
山
地
性
蝶
が
あ
る
。

こ
れ

ら
は
、
隣
接
の
八
幡
岳
に
も
生
息
す
る
で
あ
ろ
う
。

ト
ン
ボ
・
甲
虫
類
・
そ
の
他

ト
ン
ボ
の
仲
間
に
は
、
イ
ト
ト
ン
ボ

・
カ
ワ
ト
ン
ボ

・
ト
ン
ボ

・
ヤ
ン
マ
の
類
が
あ
り
、

イ
ト
ト
ン
ボ
類
に
は
、
イ
ト
ト
ン
ボ
の

ま

h
こ
、

-hu

・4W
'
'
P

、UM--

オ
オ
イ
ト
ト
ン
ボ

・
キ
イ
ト
ト
ン
ボ

・
オ
ツ
ネ
ト
ン
ボ
な
ど
が
一
般
的
で
、

カ
ワ

小
川
の
測
な
ど
や
水
田
に
見
ら
れ
る
。

ト
ン
ボ
の
仲
間
で
は
、

ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ト
ン
ボ
は
、
羽
化
し
た
場
所
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。
大
型
の

ヤ
ン
マ
類
に
は
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ

・
ギ
ン
ヤ
ン
マ

・
ル
リ
ポ
シ
ヤ
ン
マ
な
ど
が
お
り
、

池
の
ナ
ワ
パ
リ
内
を
一
日
中
飛
び
回
っ
て
、
他

の
維
に
侵
入
さ
れ
な
い
よ
う
に
巡
視
す
る
姿
を
よ
く
見
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
ト
ン
ボ
は
、
ア
キ

ア
カ
ネ

・
ナ
ッ
ア
カ
ネ

・
マ
ユ
タ
テ
ア
カ
ネ

・
ミ
ヤ
マ
ア
カ
ネ

・
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
で
あ
り
、

近
年
急

激
に
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
種
に
、

ホ
ン
サ
ナ
エ
や
オ
ナ
ガ
サ

ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
が
あ
る
。

サ
ナ
エ
ト
ン
ボ
の
仲
間
に
は
、

ナ
エ
な
ど
が
あ
る
。

ト
ン
ボ
類
は
、
羽
化
す
る
と
間
も
な
く
水
辺
を
離
れ
た
と
こ
ろ
へ
移
動
し
、

そ
こ
で
成
熟
す
る
ま
で
生
活
す

る
。
十
分
成
熟
し
た
個
体
は
、

再
び
水
辺
へ
も
ど
り
産
卵
し
て
一
生
を
終
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
ア
キ
ア
カ
ネ
な
ど
の
渡
り

で
あ
る
。

山
か
ら
平
地
ヘ
移
動
す
る
際
は
、
大
群
を
な
し

ア
キ
ア
カ
ネ
は
、
羽
化
す
る
と
順
に
次
々
と
山
の
方
ヘ
移
っ
て
い
く
が
、

て
一
挙
に
渡
る
こ
と
が
多
い
。



セ
ミ
類
で
は
、

八
幡
岳
の
ブ
ナ
林
で
春
一
番
に
鳴
き
出
す
中
型
の
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
が
あ
る
。

こ
の
セ
ミ
は
、
北
海
道
と
東
北
地
方
に
分
布
し
て
い
る
。

真
夏
に
な
る
と、

エ
ゾ
セ
ミ

・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

・
ヒ
グ
ラ
シ

・
ニ
イ
ニ
イ

ゼ
ミ

・
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
が
鳴
き
出
す
。

エ
ゾ
ゼ
ミ
に
は
、
赤
褐
色
が
か
っ
た
ア
カ
エ
ゾ
ゼ
ミ
と
、
黒
褐
色
を
し
た
エ
ゾ
ゼ
ミ
の
ほ
か

に
、
両
者
よ
り
小
型
で
美
し
い
コ
エ
ゾ
ゼ
ミ
が
八
幡
岳
の
プ
ナ
林
に
生
息
し
て
い
る
。

一
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
は
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
を
小
型
に

し
た
よ
う
で
あ
る
。
夏
が
過
ぎ
る
頃
に
な
っ
て
鳴
き
出
す
の
が
、

ツ
ク
ッ
ク
ホ
ウ
シ
で
あ
る
が
、
こ
の
数
は
少
な
い
。

蛾
の
仲
間
に
は
、
夜
行
性
で
夜
に
飛
び
回
る
の
が
多
く
、
光
に
集
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
昼
は
保
護
色
を
利
用
し
て

樹
木
等
に
隠
れ
て
い
る
。

ニ
角
形
の
羽
で
飛
び
回
る
の
が
ス
ズ
メ
ガ
の
類
で
、

セ
シ
ズ
ス
ズ
メ

・
ベ
ニ
ス
ズ
メ
な
ど
が
あ
る
。
大
型
で
蝶
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
る
の
が
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
類
で
、

ヤ
マ
マ
ユ
や
水
色
の
羽
で
蛾
の
中
で
も
っ
と
も
美
し
い
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
、
木
に
緑
色
の
マ
ユ
を

垂
れ
る
ウ
ス
タ
ヒ
ガ

・
ク
ス
サ
ン
な
ど
が
あ
る
。

イ
ボ
タ
ガ
類
に
は
イ
ボ
タ
ガ
が
あ
る
。

こ
の
蛾
は
、
幼
虫
が
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

シ
ャ
ク
ガ
類
に
は
、

ア
オ
シ
ャ
ク
や
ヒ
メ
シ
ャ
ク

・
ナ
ミ
シ
ャ
ク

・
エ
ダ
シ
ャ
ク
な
ど
の
種
類
が
見
ら
れ

る
。
木
の
枝
に
堅
い
マ
ユ
を
つ
け
る
イ
ガ
ラ
や
、
保
護
色
の
す
ば
ら
し
い
カ
レ
ハ
ガ

・
ヤ
ガ

・
コ
ウ
モ
リ
ガ

・
ホ
リ
ガ
な
ど
の
種
類

物

ミ
ノ
ム
シ
と
い
わ
れ
て
い
る
ミ
ノ
ガ

・
オ
オ
ミ
ノ
ガ
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
八
幡
岳
の
プ
ナ
林
内
に
は
、
多
く

生

の
山
地
性
種
の
蛾
が
生
息
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第三章

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
に
属
し
、

カ
ブ
ト
ム
シ
類
は
、

コ
ナ
ラ

・
ミ
ズ
ナ
ラ

・
ク
リ
な
ど
の
樹
液
に
集
ま
る
も
の
が
多
い
。

カ
ブ
ト
ム
シ

美
し

い
色
の
ア
カ
カ
ナ
ブ
ン
や
カ
ナ
ブ
ン
な
ど
は
樹

51 

-
ヒ
メ
ハ
ナ
ム
グ
リ

・
シ
ロ
テ
ン
ハ
ナ
ム

グ
リ

・
シ
ラ
ホ
シ
ハ
ナ
ム
グ
リ
や
、
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液
に
集
ま
り
、

ツ
ヤ
コ
ガ
ネ

・
マ
メ
コ
ガ
ネ

・
ド
ウ
ガ
ネ
プ
イ
プ
イ

・
ナ
ガ
チ
ャ
コ
ガ
ネ

・
コ
ガ
ネ
ム
シ
な
ど
は
木
や
草
を
食
す
種

52 

類
で
あ
る
。

一
方
、
哨
乳
類
の
と
く
に
馬
糞
な
ど
に
集
ま
る
ダ
イ
コ
ク
コ
ガ
ネ

・
ツ
ノ
コ
ガ
ネ

・
エ
ン
マ
コ
ガ
ネ
な
ど
も
生
息
す

る

こ
れ
ら
は
、

山
麓
の
二
次
林
地
帯
に
多
く
見
ら
れ
る
。

第一篇

カ
ブ
ト
ム
シ
と
と
も
に
樹
液
に
集
ま
り
、

樹
液
の
争
奪
戦
を
く
り
広
げ
る
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
類
に
は
、
大
型
種
の
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ

ガ
タ
の
ほ
か
に
、

コ
ク
ワ
ガ
タ

・
ア
カ
ア
シ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
樹
液
に
集
ま
る
ケ
シ
キ
ス
イ
の
仲
間
に

Uま

ヨ
ツ
ボ
シ
ケ
シ
キ
ス
イ
な
ど
が
あ
る
。

動
物
の
死
体
に
む
ら
が
る
シ
デ
ム
シ
科
に
は
、

ミ
ミ
ズ
類
を
捕
食
す
る
オ
サ
ム
シ
科
に

ヒ
ラ
タ
ヒ
デ
ム
シ
や
ク
ロ
ヒ
デ
ム
シ
、

は

ア
オ
オ
サ
ム
シ

・
ク
ロ
ナ
ガ
オ
サ
ム
シ
が
あ
る
。

ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ

・
オ
オ
ク
ロ
ナ
ガ
ゴ
ミ
ム
シ

・
オ

ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
で
は
、

オ
ナ
ガ
ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
や
、

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
で
は
、

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
に
は
、

ノ
コ
ギ
リ
カ
ミ
キ

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
が
生
息
し
て
い
る
。

リ

・
ウ
ス
パ
カ
ミ
キ
リ

・
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

・
シ
ロ
ス
ジ
カ
ミ
キ
リ
な
ど
が
樹
木
に
集
ま
り
、
花
に
は
ア
オ
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
を
見

か
け
る
。

ア
リ
マ
キ
を
食
べ
る
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
仲
間
で
は
、

カ
メ
ノ
コ
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
や
ナ
ナ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、
同
科
の
ニ
ジ
ュ
ウ

ヤ
ホ
シ
テ
ソ
ト
ウ
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
害
虫
と
し
て
農
業
上
で
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

オ
ト
シ
ブ
ミ
科
の
オ
ト
シ
ブ
ミ
は
、

樹
木
の
葉
を
巻
き
こ
ん
で
そ
の
中
に
産
卵
し
、
そ
の
後
に
葉
が
地
面
に
落
下
す
る
変
っ
た
習

性
を
も
っ
て
い
る
。

ゾ
ウ
ム
シ
の
仲
間
に
は
、
米
の
害
虫
と
し
て
誰
で
も
知
っ
て
い
る
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
や
、
オ
オ
ゾ
ウ
ム
シ

・
オ
オ

ア
オ
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど
が
あ
り
、

ハ
ム
シ
類
で
は
、

ル
リ
色
を
し
た
美
し
い
ル
リ
ハ
ム
シ
な
ど
が
生

真
黒
の
ヨ
モ
ギ
ハ
ム
シ
の
ほ
か
、



息
し
て
い
る
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ホ
タ
ル
類
は
、
本
邦
に
約
一
五
種
生
息
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
と
く
に
発
光
が
素
晴
し

い
種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、

へ
イ
ケ
ボ
タ
ル
と
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
二
種
と
さ
れ
て
い
る
。

両
種
は
生
息
域
が
異
な
り
、
......... 

イ

ゲ
ボ
タ
ル
は
水
田
の
あ
る
小
川
な
ど
の
汚
水
の
中
で
も
幼
虫
が
育
ち
易
い
の
で
、
平
野
部
の
小
川
な
ど
を
中
心
に
生
息
す
る
。

方
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
、
清
流
の
あ
る
渓
流
付
近
を
生
息
域
に
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
水
田
や
湿
地
で
一
般
に
見
る
ホ
タ
ル

tま

へ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
方
で
あ
る
。

七
戸
地
方
の
水
田
な
ど
で
見
る
の
は
本
種
で
あ
る
が
、
七
戸
川
の
上
流
な
ど
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
も
生
息
し
て
い
る
と
い
う
。
両
種
と
も
自
然
環
境
の
良
悪
に
敏
感
で
、
近
年
自
然
破
壊
が
進
行
し
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

水
性
の
甲
虫
類
で
は
、
他
に
ガ
ム
シ
類
や
ミ
ズ
ス
マ
シ
類
が
あ
る
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
仲
間
に
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
ほ
か
二
種
が
生

息
し
て
い
る
。

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
昼
は
水
中
で
小
型
の
水
生
動
物
を
捕
食
し
、
夜
に
な
る
と
飛
び
回
り
光
に
集
ま
る
の
で
承
知
の
種
で

あ
る
。

ミ
ズ
ム
シ
類

・
マ
ツ
モ
ム
シ
類

・
タ
ガ
メ
類
(
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
な
ど
〉
や
、
ア
メ
ン
ボ
類
(
ア
メ
ン
ボ

・
ヒ

こ
の
ほ
か
に
、

メ
ア
メ
ン
ボ
〉

な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

幼
虫
が
水
中
で
生
活
す
る
も
の
で
、

ト
ン
ボ
類
の
ほ
か
に
ガ
ガ
ン
ボ
類
の
マ
ダ
ラ
ガ
ガ
ン
ボ

・
ミ
カ
ド
ガ
ガ
ン
ボ
な
ど
が
あ
る
。

物

カ
の
種
類
で
は
、

オ
オ
ク
ロ
ヤ
ブ
カ

・
ア
カ
イ
エ
カ

・
ハ
マ
ダ
ラ
カ
な
ど
や
春
に
軒
下
な
ど
に
群
飛
す
る
ユ
ス
リ
カ
が
あ

ま
た
、

生

り
、
当
地
方
で
は
、

カ
類
を
一
般
に
ヨ
ガ
と
称
し
て
い
る
。

第三章

カ
と
並
ん
で
動
物
か
ら
血
を
吸
う
種
に
は
、
ア
プ
類
が
あ
る
。

大
型
種
で
は
、
ア
カ
ウ
シ
ア
プ

・
ウ
シ
ア
プ

・
シ
ロ
ア
プ

・
メ
ク

七

八
月
に
は
こ
れ
ら
の
ア

53 

七
戸
町
に
は
放
牧
地
が
多
い
の
で
、

ラ
ア
プ

・
ク
ロ
ア
プ

・
キ
ン
イ
ロ
ア
プ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。
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ブ
を
よ
く
見
る
。
ま
た
、
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ハ
エ
の
類
に
は
、
人
家
に
多
い
イ
エ
バ
エ
や
キ
ン
バ
エ
の
ほ
か
に
、
ク
ロ
イ
エ
バ
エ

・
ハ
ナ
ア
プ
パ
エ

・

シ
マ
ア
プ
パ
エ

・
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
な
ど
も
生
息
し
て
い
る
。

秋
期
に
鳴
く
虫
で
は
、
キ
リ
ギ
リ
ス
類
と
コ
ウ
ロ
ギ
類
が
あ
る
。

キ
リ
ギ
リ
ス
科
に
は
、
キ
リ
ギ
リ
ス

・
ウ
マ
オ
イ
ム
シ

・
ヤ
プ

第一篇

キ
リ

・
サ
サ
キ
リ
な
ど
が
あ
り
、

コ
ウ
ロ
ギ
科
で
は
、

エ
ン
マ
コ
ウ
ロ
ギ

・
オ
カ
メ
コ
ウ
ロ
ギ

・
カ
ネ
タ
タ
キ
な
ど
が
い
る
。

ま

た
、
同
属
の
バ
ッ
タ
類
に
は
、

ヒ
シ
パ
ッ
タ

・
オ
ン
ブ
バ
ッ
タ

・
ク
ル
マ
バ
ッ
タ

・
セ
グ
ロ
バ
ッ
タ

・
ダ
イ
メ
ョ
ウ
パ
ッ
タ

・
ト
ノ

サ
マ
パ
ッ
タ

・
ツ
チ
バ
ッ
タ
な
ど
が
お
り
、

な
お
、
パ
ッ
タ
に
近
縁
の
種

イ
ナ
ゴ
類
に
は
、
イ
ナ
ゴ

・
ツ
チ
イ
ナ
ゴ
が
生
息
す
る
。

こ
+
士

、Hu--
‘LM
，.

カ
マ
ド
ウ
マ
類
の
カ
マ
ド
ウ
マ

・
マ
ダ
ラ
カ
マ
ド
ウ
マ
が
、

ケ
ラ
科
に
は
ケ
ラ
、
カ
マ
キ
リ
類
に
は
オ
オ
カ
マ
キ
リ
の
ほ
か

数
種
が
あ
る
。

ハ
チ
の
類
は
、
種
類
に
よ
っ
て
形
や
マ
ユ
の
色
が
違
う
。

ハ
チ
は
ア
リ
と
近
縁
で
集
団
を
つ
く
り
、
分
業
の
進
ん
だ
社
会
生
活
を

す
る
も
の
と
、
個
体
生
活
を
す
る
も
の
ま
で
、
各
種
の
生
態
が
見
ら
れ
る
。

コ
マ
ル
ハ
ナ
パ
チ

・
ク
マ

個
体
生
活
を
す
る
種
に
は
、

バ
チ
な
ど
の
業
バ
チ
類
や
、
ク
ロ
ア
ナ
パ
チ

・
ベ
ッ
コ
ウ
バ
チ
な
ど
の
カ
リ
ウ
ド
バ
チ
が
あ
る
。

前
者
は
業
に
営
巣
し
、
後
者
は
昆

虫
を
殺
し
て
、
土
中
の
巣
に
運
び
幼
虫
の
食
料
に
す
る
特
殊
な
習
性
が
あ
る
。

社
会
生
活
を
す
る
も
の
に
は
、

、
ッ
パ
チ
の
ほ
か
に

ス
ズ
メ
バ
チ
科
の
ス
ズ
メ
バ
チ

・
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

・
ク
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ

・
キ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
が
あ
る
。

ア
リ
類
は
、
す
べ
て
集
団
を
つ
く
り
分
業
が
発
達
し
て
い
る
。

ク
ロ
ヤ
マ
ア
リ

・
ア
カ
ヤ
マ
ア
リ
で
、
ニI:.

ーソ

最
も
普
通
な
の
は
、

ヤ
マ
ア
リ
や
ク
ロ
オ
オ
ア
り
も
生
息
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
同
じ

枯
木
に
は
、
ヤ
マ
ト
シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
白
ア
リ
も
い
る
。
ま
た
、

生
息
域
を
も
っ
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
に
は
、

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
よ
う
に
、
ア
リ
と
共
生
生
活
を
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
他
、
ノ、



サ
ミ
ム
シ
、
最
近
で
は
ゴ
キ
ブ
リ
も
見
ら
れ
る
。

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
で
は
、

オ
オ
ワ
ラ
ジ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
や
タ
ケ
フ
ク
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

_，_ 
/， 

そ

の

他

の

動

物

昆
虫
類
の
ほ
か
の
節
足
動
物
に
は
、

ク
モ

・
ダ
ニ

・
ム
カ
デ
な
ど
の
類
が
生
息
し
て
い
る
。

ク
モ
類
は
昆
虫
を
捕
食
す
る
が
、
そ
の
捕
獲
法
に
、
ク
モ
の
巣
を
張
っ
て
捕
え
る
種
と
、

地
上
を
走
り
回
っ
て
捕
え
る
も
の
と
の

二
種
類
が
あ
る
。

コ
モ
リ
グ
モ

・
サ
ラ
グ
モ

・
ア
シ
ダ
カ

一
般
的
に
は
、
前
者
の
よ
う
な
種
を
ク
モ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

グ
モ
な
ど
は
、
地
上
で
昆
虫
を
追
い
回
し
て
捕
え
る
。

網
を
張
る
種
に
も
、
棚
網
を
張
る
も
の
と
円
網
を
張
る
も
の
が
あ
る
。
前
者

に
は
、
小
屋
な
ど
で
見
る
イ
エ
タ
ナ
グ
モ
や
草
原
に
住
む
ク
サ
グ
モ
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
後
者
は
人
家
の
軒
下
な
ど
で
普
通
に
見
る
ク
モ
の
巣
が
オ
ニ
グ
モ
で
、
山
林
に
は
キ
パ
ナ
オ
ニ
グ
モ
、
草
薮
に
は
ジ
ョ
ウ

ロ
ウ
グ
モ

・
コ
ガ
ネ
グ
モ
な
ど
が
い
る
。

巣
を
つ
く
ら
な
い
で
、
花
に
寄
っ
て
く
る
虫
を
捕
え
る
ハ
ナ
グ
モ
や
、

ハ
エ
に
忍
び
寄
っ

て
捕
え
る
ハ
エ
グ
モ
な
ど
も
生
息
す
る
。

ダ
ニ
類
も
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
牛
馬
等
に
寄
生
す
る
ほ
か
に
、
草
食
性
の
ダ
ニ
も
生
息

物

こ
の
ほ
か
に
、
ヤ
ス
デ

・
ム
カ
デ

・
ゲ
ジ
の
類
が
生
息
し
て
い
る
。

す
る
。

生第三章
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献
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『青
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昭
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年
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年
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岳
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植
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』
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植
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『
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』
昭
和
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年
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博

『
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つ
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川
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域
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鳥

類
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ト

』
昭
和
五
六
年

東
奥
日
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社

『青
森
県
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誌
』
昭
和
四
三
年
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町

『
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誌
』
昭
和
五
四
年

十
和
田
市

『
十
和
田
市
史
』
昭
和
五
一
年
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